
審査意見（M）（６月）（本文）-1- 

 

審査意見への対応を記載した書類（６月） 

 

 

（目次）スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

１． 【設置の趣旨・目的等】 

（是正事項）本研究科の教育研究の中心に位置づけている「スポーツウエルネス

学」について、「アスリートパフォーマンス分野、ウエルネススポーツ分野及び環

境・スポーツ分野を中心とする学際領域を『スポーツウエルネス学』として捉え」

ることが示されているが、「アスリートパフォーマンス分野」「ウエルネススポーツ

分野」「環境・スポーツ分野」の定義が不明確であり、また「スポーツ科学とウエ

ルネス科学の素養を基盤とし」た「自然科学領域及び社会科学領域にまたがる学際

的領域」であることについての具体的な説明もなされていないことから、「スポー

ツウエルネス学」が具体的にどのような学問体系を有するものなのか不明確であ

る。このため、「アスリートパフォーマンス分野」「ウエルネススポーツ分野」「環

境・スポーツ分野」の定義を明確にし、本研究科の名称である「スポーツウエルネ

ス学」の学問内容について、「スポーツ科学」及び「ウエルネス科学」との差異や

関係性を含めて改めて明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。

【研究科共通】 

…４ 

２． 【設置の趣旨・目的等】 

（是正事項）審査意見１のとおり、スポーツウエルネス学の学問体系が不明確であ

るため、養成する人材像や３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー、アドミッション・ポリシーをいう。以下同じ。）の妥当性を判断するこ

とができない。このため、審査意見１への対応を踏まえて、養成する人材像や３つ

のポリシーの妥当性及び整合性について明確に説明するとともに、必要に応じて

適切に改めること。【研究科共通】 

…９ 

３． 【設置の趣旨・目的等】 

（是正事項）審査意見２のとおり、養成する人材像や３つのポリシーの妥当性を判

断することができないが、本研究科における博士前期課程及び博士後期課程のそ

れぞれの課程修了後の進路や想定される社会的役割の違いが不明確であることか

ら、博士前期課程及び博士後期課程の養成する人材像や修了後の進路の差異が明

確になるよう改めて説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。【研究科

共通】 

…18 

４． 【教育課程等】 

（是正事項）審査意見１及び２のとおり「スポーツウエルネス学」の学問体系が不

明確であり、また領域名称になっている「アスリートパフォーマンス分野」「ウエ

ルネススポーツ分野」「環境・スポーツ分野」の定義が判然としないため、教育課

程の妥当性を判断することができない。また、例えば、アスリートパフォーマンス

研究領域に関連すると考えられるスポーツ栄養学の授業科目が、ウエルネススポ

ーツ研究領域の主な授業科目として配置されているなど、各研究領域と主な授業

…24 
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科目との関係性や整合性も判然としない。このため、審査意見１及び２、関連する

他の審査意見への対応を踏まえて、本研究科及び内包する３つの領域の教育課程

が、修得すべき知識に係る教育が網羅され、体系性が担保された上で、適切に編成

されていることを明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。【研

究科共通】 

５． 【教育課程等】 

（改善事項）選択科目について、すべての科目が「スポーツウエルネス研究」に連

番が付されているが、授業科目名からは当該授業科目の内容を推量することが困

難であり、学生が履修に当たって誤認したり、就職等に当たって成績証明書や履修

証明書の記載から第三者が学生の履修内容を確認できないことが懸念されること

から、当該授業科目の内容が適切に示された科目名称とすることが望ましい。【研

究科共通】 

…28 

６． 【教育課程等】 

（改善事項）学位論文審査基準について、博士後期課程の基準に含まれる「（３）

再現性があること」「（４）量的または質的調査、または実験により、十分なエビデ

ンスがあること」が博士前期課程の基準には含まれず、修士論文においてはこれら

の観点が不要であるように見受けられるが、修士論文で不要とする妥当性が判然

としないことから、改めて明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改めるこ

と。 

…30 

７． 【入学者選抜】 

（是正事項）審査意見１、２及び４のとおり、「スポーツウエルネス学」の学問体

系が不明確であるため、養成する人材像及び３つのポリシー、教育課程の妥当性に

疑義があるため、入学者選抜の妥当性を判断することができないが、アドミッショ

ン・ポリシーに掲げる「諸課題を抽出し、課題解決にむけた具体的な計画とその意

義を説明できる」ことについて、入学者選抜でどのように確認するのか判然としな

いことから、具体的な選抜方法を明らかにした上で、アドミッション・ポリシーに

整合した適切な選抜方法が設定されていることを明確に説明すること。 

…31 

８． 【入学者選抜】 

（是正事項）教育研究上の目的には「スポーツウエルネス学部における一般的並び

に専門的教養の上に、スポーツウエルネス学を研究」するとの記載があり、本学の

スポーツウエルネス学部の卒業生の入学を前提としているように見受けられる一

方で、入学者選抜では社会人入試や社会人の受入れに関する記載があり、必ずしも

本学のスポーツウエルネス学部の卒業生に限定しない構想となっていることか

ら、教育研究上の目的と入学者選抜等の考え方の整合性に疑義がある。このため、

本研究科の教育研究上の目的と入学者選抜等が整合していることについて、明確

に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

…34 

９． 【入学者選抜】 

（是正事項）一般入試のほかに、社会人入試や外国人入試による若干名の入学を想

定した記載があるが、社会人入試や外国人入試についての説明が見受けられず、一

…34 
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般入試との違いや実施方法等が不明確なため、入試区分ごとに明確に説明すると

ともに、適切に改めること。【研究科共通】 

10. 【その他】 

（改善事項）授業の時間割について授業時間帯を明示するとともに、社会人を含む

学生や学部の授業を兼ねる教員を含む担当教員の負担に対し適切な配慮がなされ

ていることについて説明すること。あわせて、大学院設置基準第 14条による教育

方法を実施する場合については、教員の負担や、学生が利用する図書館等の学内施

設に係る配慮や対応についても明確に説明すること。【研究科共通】 

…38 

11． 【その他】 

（是正事項）公表する情報として挙げられている項目に、学校教育法施行規則第

165 条の２第１項に規定されている「卒業又は修了の認定に関する方針」「教育課

程の編成及び実施に関する方針」「入学者の受入れに関する方針」についての情報

がないことから、適切に公表すること。【研究科共通】 

…41 

12． 【学生確保の見通し・人材需要の社会的動向】 

（是正事項）既存のコミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻のスポー

ツウエルネス学を希望した志願者数をもって、本専攻における学生確保の見通し

を説明しているが、過去５年間の平均や直近の年度の志願者数は、設定する入学定

員を下回っている。また、今後基礎となる学部の入学定員を増加する予定であるこ

とから、本専攻への入学志願者が増加することが予想されるとの説明があるが、開

設当初から入学者を確保することができることについて具体的かつ客観的な根拠

が示されていない。このため、定員設定の妥当性も含めて、客観的な根拠を明らか

にした上で、安定的に学生確保の見通しがあることについて、改めて明確に説明す

ること。【研究科共通】 

…41 

13． 【学生確保の見通し・人材需要の社会的動向】 

（是正事項）人材需要の動向等社会の要請について、文部科学省が策定したスポー

ツ基本計画や民間企業が行った基礎的調査研究の結果等の資料のみを根拠として

説明がなされており、本専攻が養成する人材が地域的な人材需要の動向を踏まえ

たものであるか疑義がある。このため、改めて客観的な根拠を示した上で、適切な

分析に基づき、本専攻が養成する人材の社会的需要があることを明確に説明する

こと。【研究科共通】 

…47 
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１．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【設置の趣旨・目的等】 

（是正事項）本研究科の教育研究の中心に位置づけている「スポーツウエルネス学」について、「アス

リートパフォーマンス分野、ウエルネススポーツ分野及び環境・スポーツ分野を中心とする学際領域

を『スポーツウエルネス学』として捉え」ることが示されているが、「アスリートパフォーマンス分

野」「ウエルネススポーツ分野」「環境・スポーツ分野」の定義が不明確であり、また「スポーツ科学

とウエルネス科学の素養を基盤とし」た「自然科学領域及び社会科学領域にまたがる学際的領域」で

あることについての具体的な説明もなされていないことから、「スポーツウエルネス学」が具体的に

どのような学問体系を有するものなのか不明確である。このため、「アスリートパフォーマンス分野」

「ウエルネススポーツ分野」「環境・スポーツ分野」の定義を明確にし、本研究科の名称である「スポ

ーツウエルネス学」の学問内容について、「スポーツ科学」及び「ウエルネス科学」との差異や関係性

を含めて改めて明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。【研究科共通】 

 

１．（対応） 

 審査意見を踏まえ、「スポーツウエルネス学」の学問体系、「スポーツウエルネス学」と３つの分野の

関係及び３つの分野の定義について改めて検討を行い、以下のように修正する。 

 当初申請では、３つの分野があたかも「スポーツウエルネス学」を構成する３つの要素であるかのよ

うな内容となっており、人材養成像（修了後の進路）と混同していた。そこで、「スポーツウエルネス学」

を構成する要素を「スポーツ分野」と「ウエルネス分野」の２つに新たに定義し、当初申請で「３分野」

としていたものは、人材養成像（修了後の想定される進路）として再定義する（資料１）。 

 また、「自然科学領域及び社会科学領域にまたがる学際的領域」としていた表現を改め、「スポーツ科

学とウエルネス科学の素養を基盤とした学際的分野」とし、スポーツウエルネス学が「スポーツ科学」

と「ウエルネス科学」の双方が含まれる内容であることを説明する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（３ページ～／10ページ～） 

新 旧 

①設置の趣旨及び必要性 

◯研究科を設置する理由・必要性 

（研究科共通） 

①設置の趣旨及び必要性 

◯研究科を設置する理由・必要性 

（研究科共通） 
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近年、スポーツをめぐる世界的状況は目まぐるしく変化

しており、特に 2021年 8月から 9月にかけて開催された

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会等に代

表されるスポーツイベントは、世界規模での経済的、社会

的な影響を与え、スポーツが世界のグローバル化を助長す

る状況となっている。またスポーツは、身体的諸能力の洗

練によって人間の可能性を開花させるものとして、さらに

人種、性別、年齢、言語、障がいの有無など、人間を区別

してきた枠組みを身体的コミュニケーションと共感によ

ってつなげる可能性を持つものとして、多様性（ダイバー

シティ）に満ちた共生社会の構築とともに地域社会、ひい

ては国際社会における平和と友好に寄与することが益々

期待されている（資料１）。 

本研究科では「スポーツウエルネス学」を教育研究の中

心に位置付ける。「スポーツウエルネス学」は、すべての

人間の適応可能性を広げ、スポーツパフォーマンスの向上

と高度なスポーツ文化の創造に寄与するための理論と方

法論の構築をめざす「スポーツ科学」と、身体的、精神的

障害を予防しながら、幸福で充実した人生を送るために、

より創造的に心身の健康を探求し、維持・発展させる理論

と方法論の構築をめざす「ウエルネス科学」とを融合させ

た学問体系であり、スポーツ並びにウエルネスに関わる

様々な課題を対象として総合的に研究し、スポーツ推進と

ウエルネスの向上に寄与することを目的としている。これ

らを踏まえ、本研究科では、主にスポーツパフォーマンス

の向上と高度なスポーツ文化の創造に関する教育研究を

行うスポーツ分野と、主に心身の健康を探求し、維持・発

展に関する教育研究を行うウエルネス分野に教育研究分

野を区分し、その区分に応じた教員組織を整備する。また、

修了後の進路に関連する、アスリートパフォーマンス、ウ

エルネススポーツ及び環境・スポーツ教育の３つ人材養成

像を掲げる。さらに、修了後の進路にかかわらず、前期課

程においてはスポーツ分野及びウエルネス分野の双方の

授業科目を履修すること、後期課程においては指導教授に

加えて、副指導教員２名をそれぞれの分野から一人ずつ選

択する。 

人材養成像として、第一にアスリートのパフォーマンス

向上を目指す研究者及び高度専門職業人が挙げられる（ア

スリートパフォーマンス）。一般に、スポーツはより高い

パフォーマンスを競い合う競技スポーツと、ウエルネスレ

近年、スポーツをめぐる世界的状況は目まぐるしく変化

しており、特に 2021年 8月から 9月にかけて開催された

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会等に代

表されるスポーツイベントは、世界規模での経済的、社会

的な影響を与え、スポーツが世界のグローバル化を助長す

る状況となっている。またスポーツは、身体的諸能力の洗

練によって人間の可能性を開花させるものとして、さらに

人種、性別、年齢、言語、障がいの有無など、人間を区別

してきた枠組みを身体的コミュニケーションと共感によ

ってつなげる可能性を持つものとして、多様性（ダイバー

シティ）に満ちた共生社会の構築とともに地域社会、ひい

ては国際社会における平和と友好に寄与することが益々

期待されている（資料１）。 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般に、スポーツはより高いパフォーマンスを競い合う

競技スポーツと、ウエルネスレベルを高める目的で実践さ

れるウエルネススポーツに大別される。競技スポーツにお
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ベルを高める目的で実践されるウエルネススポーツに大

別される。競技スポーツにおけるパフォーマンスの追求

は、人間の身体的・精神的な限界への挑戦であるが、医学

の進歩及び技術が革新されていく現代においても、スポー

ツ現場での傷害発生をなくすことは難しく、周辺からの過

度な期待や重圧から精神的に追い込まれるスポーツ競技

者は少なくない。つまり、スポーツの進歩にも過度なトレ

ーニングによる身体的・精神的障害を予防しながら、人間

の有する潜在的可能性をより高いレベルまで追求すると

いうウエルネス的な視点も必要となる。したがって、これ

からのアスリートサポートにはスポーツ科学だけではな

くウエルネス科学の知見が不可欠であり、スポーツウエル

ネス学的知見を総合的に理解し、アスリートのハイパフォ

ーマンスに貢献できる人材が求められている。 

 

 第二に、心身ウエルネスの向上を目指す研究者及び高度

専門職業人が挙げられる（ウエルネススポーツ）。近年注

目されるウエルネスは心身の健康だけでなく価値観や生

きがいなども含めた多元的、総合的な健康観であり、例え

心身に障害を抱えていたとしてもよりよい人生を歩んで

いくための重要な指標となる概念である。OECD（経済協力

開発機構）が 2011年より開始した「OECDより良い暮らし

イニシアチブ」では、「より良い暮らし指標」として、住

宅や収入といった物質的生活状況だけではなく、社会との

つながり、環境の質、健康状態や主観的幸福といった生活

の質もよりよい暮らしには重要であることが示されてい

る（資料２）。すなわち、ウエルネスレベルを高めること

は、人の可能性の追求に関連した成長や社会貢献などを通

して実現される包括的な幸福感を高めることに繋がると

考えられる。この点において、スポーツは多様な価値観を

認め合いながら心身の健康や生きがい感なども高める総

合的な活動であり、心身の障がいの有無にかかわらずより

良い人生を歩んでいくために重要なツールとなりうる。つ

まり、ウエルネスの向上には、スポーツの実施による心身

の変化や運動参加への動機付けなどのスポーツ科学的な

視点も必要となる。したがって、より高度なウエルネス社

会の構築には、スポーツウエルネス学的知見を現場で実践

的に活用できる人材の育成が不可欠である。 

 

最後に、環境問題やサスティナビリティ社会を念頭にお

けるパフォーマンスの追求は、人間の身体的・精神的な限

界への挑戦であるが、医学の進歩及び技術が革新されてい

く現代においても、スポーツ現場での傷害発生をなくすこ

とは難しく、周辺からの過度な期待や重圧から精神的に追

い込まれるスポーツ選手は少なくない。つまり、スポーツ

の進歩にも過度なトレーニングによる身体的・精神的障害

を予防しながら、人間の有する潜在的可能性をより高いレ

ベルまで追求するというウエルネス的な視点も必要とな

る。したがって、これからのアスリートサポートにはスポ

ーツ科学だけではなくウエルネス科学の知見が不可欠で

あり、コーチング、パフォーマンス分析、トレーニング論、

栄養学、心理学、傷害予防、コンディショニング、スポー

ツデータサイエンスなどのスポーツウエルネス学的知見

を総合的に理解し、アスリートのハイパフォーマンスに貢

献できる人材が求められている。 

 一方、近年注目されるウエルネスは心身の健康だけでな

く価値観や生きがいなども含めた多元的、総合的な健康観

であり、例え心身に障害を抱えていたとしてもよりよい人

生を歩んでいくための重要な指標となる概念である。OECD

（経済協力開発機構）が 2011年より開始した「OECDより

良い暮らしイニシアチブ」では、「より良い暮らし指標」

として、住宅や収入といった物質的生活状況だけではな

く、社会とのつながり、環境の質、健康状態や主観的幸福

といった生活の質もよりよい暮らしには重要であること

が示されている（資料２）。すなわち、ウエルネスレベル

を高めることは、人の可能性の追求に関連した成長や社会

貢献などを通して実現される包括的な幸福感を高めるこ

とに繋がると考えられる。この点において、スポーツは多

様な価値観を認め合いながら心身の健康や生きがい感な

ども高める総合的な活動であり、心身の障がいの有無にか

かわらずより良い人生を歩んでいくために重要なツール

となりうる。つまり、ウエルネスの向上には、スポーツの

実施による心身の変化や運動参加への動機付けなどのス

ポーツ科学的な視点も必要となる。したがって、より高度

なウエルネス社会の構築には、心理学、栄養学、運動処方、

運動療法、アダプテッド・スポーツ、スポーツ政策、ダイ

バーシティ・スポーツ、スポーツ社会学等のスポーツウエ

ルネス学的知見を現場で実践的に活用できる人材の育成

が不可欠である。 

加えて、地球規模で自然破壊が進行し、人間の生活環境
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いた、スポーツを通した人間教育を目指す研究者及び高度

専門職業人が挙げられる（環境・スポーツ教育）。地球規

模で自然破壊が進行し、人間の生活環境までも大きく変化

する現代において、人と自然との調和に基づくウエルネス

社会の実現に向けて、自然環境や生活環境のあり方を、サ

スティナブルな視点から次世代に伝えていくことが求め

られている（資料３）。こうした環境のあり方を伝える上

で、体力やメンタルヘルスの向上、生きがい感の高まりな

どスポーツの持つポジティブな側面を社会に定着させ、逆

に暴力など、スポーツと親和性が高いと考えられてきたネ

ガティブな側面を一掃するためには、スポーツ教育の持つ

役割が大きなものとなる。特に、スポーツによるウエルネ

ス社会の構築のためにはスポーツの内在的・外在的価値を

高めることができ、スポーツウエルネス学的知見に基づい

たスポーツを通した人間教育が重要となる。そこで、自然

環境や生活環境のあり方に関する高度な知見を有し、スポ

ーツの教育的価値を高め、子どもや運動・スポーツ実施者

センタードの立場から、実施者の主体的な学びに寄与し、

スポーツを通した人間教育に貢献できる人材は、今後の自

然環境や生活環境が調和した高度なウエルネス社会の構

築に不可欠である。これらの人材の養成には、スポーツウ

エルネス学的知見を総合的に理解し、現場で実践的に活用

できる理論と方法の確立が求められる。 

このように、スポーツにおけるハイパフォーマンスの実

現、ウエルネスレベルの向上及び自然環境と生活環境が調

和したウエルネス社会の実現においては、スポーツウエル

ネス学に関する最新の科学的知見について理解し、現場に

おけるさまざまな専門家とも連携しつつ諸課題を解決し、

個々のニーズに合った解決策を提示できる研究者及び高

度専門職業人の養成が必要である。 

 

そのような状況の中、現在、本学研究科におけるスポー

ツウエルネス学の教育研究は、より良いコミュニティ社会

を福祉的な視点で探求する、コミュニティ福祉学研究の一

部として展開している。しかしながら、これはスポーツウ

エルネス学の進展と範囲の拡大を考えた時、十分に専門科

目の配置がなされている状況とは言い難い。したがって、

この分野に寄せられる社会的要請に応えるべく学問体系

を構築するためには、多岐にわたるスポーツウエルネス学

を拡充及び深化させる必要がある。2023 年度のスポーツ

までも大きく変化する現代において、人と自然との調和に

基づくウエルネス社会の実現に向けて、自然環境や生活環

境のあり方を、サスティナブルな視点から次世代に伝えて

いくことが求められている（資料３）。こうした環境のあ

り方を伝える上で、体力やメンタルヘルスの向上、生きが

い感の高まりなどスポーツの持つポジティブな側面を社

会に定着させ、逆に暴力など、スポーツと親和性が高いと

考えられてきたネガティブな側面を一掃するためには、ス

ポーツ教育の持つ役割が大きなものとなる。特に、スポー

ツによるウエルネス社会の構築のためにはスポーツの内

在的・外在的価値を高めることができ、スポーツウエルネ

ス学的知見に基づいたスポーツを通した人間教育が重要

となる。そこで、自然環境や生活環境のあり方に関する高

度な知見を有し、スポーツの教育的価値を高め、子どもや

運動・スポーツ実施者センタードの立場から、実施者の主

体的な学びに寄与し、スポーツを通した人間教育に貢献で

きる人材は、今後の自然環境や生活環境が調和した高度な

ウエルネス社会の構築に不可欠である。 

 

 

（追加） 

 

 

このように、スポーツにおけるハイパフォーマンスの実

現、ウエルネスレベルの向上及び自然環境と生活環境が調

和したウエルネス社会の実現においては、スポーツ及びウ

エルネスに関する最新の科学的知見やスポーツの文化的

特性について理解し、現場におけるさまざまな専門家とも

連携しつつ諸課題を解決し、個々のニーズに合った解決策

を提示できる研究者及び高度専門職業人の養成が必要で

ある。 

そのような状況の中、現在、コミュニティ福祉学研究科

のスポーツウエルネス研究領域は、より良いコミュニティ

社会を福祉的な視点で探求する、コミュニティ福祉学研究

領域の一領域として展開している。しかしながら、これは

スポーツウエルネス学の進展と範囲の拡大を考えた時、十

分に専門科目の配置がなされている状況とは言い難い。し

たがって、この分野に寄せられる社会的要請に応えるべく

学問体系を構築するためには、多岐にわたるスポーツウエ

ルネス学の領域を拡充及び深化させる必要がある。2023
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ウエルネス学部の新設に伴う、教員増員による教育研究の

幅の拡充によって、スポーツウエルネス学に関する専門科

目を配置することができ、十全な研究・教育が可能になる

ものと期待される。さらに、スポーツ・健康に関する研究

科は年々増加しているが、他の研究分野に比べると数が少

なく、スポーツ庁が進める「スポーツ基本計画」を推進し

ていくためにはスポーツ環境の基盤となるスポーツ・健康

系の研究者の人材育成が急務となっており、国内外におけ

るスポーツ・健康分野の発展に貢献するためにも、本研究

科を新設する意義がある。 

これらの意義は、「普遍的なる真理を探究し、私たちの

世界、社会、隣人のために」という立教大学の教育理念と

も合致するものであり、スポーツウエルネス学に関連する

基礎的な学問により、人間の可能性の追求と誰もが快適で

活力に満ちたウエルネス社会の実現に積極的に貢献する

ことが、本研究科を設置した理由である。 

 

 

②研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

◯スポーツウエルネス学研究科とする理由 

（研究科共通） 

人間の可能性の追求とすべての人のウエルネス向上を

通してウエルネス社会の構築に寄与するための、スポーツ

科学とウエルネス科学の融合を「スポーツウエルネス学」

として捉え、「スポーツウエルネス学研究科スポーツウエ

ルネス学専攻」とした。本研究科は、スポーツ科学（スポ

ーツ医学、スポーツ方法学、バイオメカニクス等）とウエ

ルネス科学（健康心理学、スポーツ社会学、環境教育学等）

の素養を基盤とした学際的分野であるスポーツウエルネ

ス学の、基礎研究から応用研究、さらにはその実践応用ま

でを射程にした幅広い知を創出することが本研究科の主

要な目的である。 

したがって、その基盤となるのは「スポーツ科学」と「ウ

エルネス科学」の融合であり、その意味で「スポーツウエ

ルネス学研究科」の名称が適切と考える。また、「スポー

ツ科学」と「ウエルネス科学」を融合し、スポーツ活動の

深い理解と実践によって生きがいを創出する営みは、ヒト

の活動の本質を考究する営みともいえる。このような観点

からも、「スポーツウエルネス学研究科」の名称と整合し

ている。したがって、学位に付記する専攻分野の名称も「ス

年度のスポーツウエルネス学部の新設に伴う、教員増員に

よる研究領域の拡充によって、スポーツウエルネス学に関

する専門科目を配置することができ、十全な研究・教育が

可能になるものと期待される。さらに、スポーツ・健康に

関する研究科は年々増加しているが、他の研究分野に比べ

ると数が少なく、文部科学省が進める「スポーツ基本計画」

を推進していくためにはスポーツ環境の基盤となるスポ

ーツ・健康系の研究者の人材育成が急務となっており、国

内外におけるスポーツ・健康領域の発展に貢献するために

も、本研究科を新設する意義がある。 

これらの意義は、「普遍的なる真理を探究し、私たちの

世界、社会、隣人のために」という立教大学の教育理念と

も合致するものであり、スポーツウエルネス学及びそれを

構成する様々な基礎的な学問により、人間の可能性の追求

と誰もが快適で活力に満ちたウエルネス社会の実現に積

極的に貢献することが、本研究科を設置した理由である。 

 

 

②研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

◯スポーツウエルネス学研究科とする理由 

（研究科共通） 

アスリートパフォーマンス分野、ウエルネススポーツ分

野及び環境・スポーツ教育分野を中心とする学際的領域を

「スポーツウエルネス学」として捉え、「スポーツウエル

ネス学研究科スポーツウエルネス学専攻」とした。本研究

科は、スポーツ科学とウエルネス科学の素養を基盤とし

て、自然科学領域及び社会科学領域にまたがる学際的領域

であるスポーツウエルネス学の、基礎研究から応用研究、

さらにはその実践応用までを射程にした幅広い知を創出

することが本研究科の主要な目的である。 

 

 

したがって、その基盤となるのは「スポーツ科学」と「ウ

エルネス科学」の融合であり、その意味で「スポーツウエ

ルネス学研究科」の名称が適切と考える。また、スポーツ

活動の深い理解と実践によって生きがいを創出する営み

は、ヒトの活動の本質を考究する営みともいえるものであ

り、「スポーツ」及び「ウエルネス」を「科学」するもの

である。このような観点からも、「スポーツウエルネス学

研究科」の名称と整合している。したがって、学位に付記
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ポーツウエルネス学」とするのが適切である。 する専攻分野の名称も「スポーツウエルネス学」とするの

が適切である。 

 

 

２．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【設置の趣旨・目的等】 

（是正事項）審査意見１のとおり、スポーツウエルネス学の学問体系が不明確であるため、養成する

人材像や３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリ

シーをいう。以下同じ。）の妥当性を判断することができない。このため、審査意見１への対応を踏ま

えて、養成する人材像や３つのポリシーの妥当性及び整合性について明確に説明するとともに、必要

に応じて適切に改めること。【研究科共通】 

 

２．（対応） 

 審査意見１への対応のとおり、「スポーツウエルネス学」を構成する要素を「スポーツ分野」と「ウエ

ルネス分野」の２つに新たに定義し、それに伴って、養成する人材像及び３つのポリシーを修正する。 

 養成する人材像については、当初申請においてスポーツウエルネス学を構成する要素としていた３つ

を養成する人材像（想定する進路）として再定義する。審査意見１への対応で示した図のとおり、３つ

の人材像の全てが、スポーツ分野とウエルネス分野の双方に係る研究指導及び授業科目の履修を行うこ

とになる。 

 ディプロマ・ポリシーについては、当初申請で使用していた「アスリートパフォーマンス」等の表現

を削除し、スポーツウエルネス学をスポーツ分野とウエルネス分野に区分することに伴い、前期課程及

び後期課程ともに「スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対象として総合的に研究し、スポ

ーツ推進とウエルネスの向上に寄与するための、スポーツウエルネス学に関する～」という表現を加え

る。スポーツウエルネス学がスポーツ分野とウエルネス分野を区分するとともに、双方の学修が必要で

あることを示すことにより、スポーツウエルネス学の定義、養成する人材像との整合性を担保する。 

 カリキュラム・ポリシーについては、当初申請で使用していた「アスリートパフォーマンス」等の表

現を削除し、修正したディプロマ・ポリシーを踏まえ、ディプロマ・ポリシーで示す能力に即したもの

とするとともに、開講する授業科目をスポーツ分野とウエルネス分野に区分して示すことにする。スポ

ーツウエルネス学の定義、養成する人材像との妥当性及び整合性を担保したディプロマ・ポリシーとの

関連性を示すことにより、カリキュラム・ポリシーにおいても同様に妥当性及び整合性を担保する。 

アドミッション・ポリシーについては、修正後のディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー

と関連させるため、当初申請で使用していた「アスリートパフォーマンス」等の表現を削除し、「スポー

ツウエルネス学」及び「ウエルネス社会」という表現を使用することで、スポーツウエルネス学の定義、

養成する人材像との整合性を担保する。 

 

２．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（５ページ～／８ページ～／11ページ～／21ページ～） 

新 旧 

◯養成する人材像 

＜人材養成像（修了後の進路を含む。）＞ 

◯養成する人材像 

＜人材養成像（修了後の進路を含む。）＞ 
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（研究科全体） 

競技スポーツにおけるハイパフォーマンスの向上とそ

の達成は、身体的諸能力の洗練によって人間の可能性を開

花させるものであり、その達成のためには、スポーツの特

性、技術の進化等に応じて、多様な科学的知見に基づくア

プローチが不可欠である。 

また、超高齢社会を迎えた我が国において、スポーツ活

動を通した個人の生きがいの創造や構築、豊かな人間関係

や自然との関わりに基づく孤立の防止などを通して、総合

的な健康観であるウエルネスの向上をいかに図るかなど

の問題は、今後、国家的な問題としてますます重要性を増

すことが確実視されている（資料４）。そのためには、ス

ポーツを通じて、心身のバランスを整え人々のウエルネス

の向上に貢献し、人間関係や自然との関わりにおいて健全

でバランスのとれた社会を構築することが必要である。 

これらのスポーツにおけるハイパフォーマンスの達成

とスポーツを通じたウエルネスの向上を支えるためには、

すべての人間の適応可能性を広げ、スポーツパフォーマン

スの向上と高度なスポーツ文化の創造に寄与するスポー

ツ科学的知見ならびに身体的、精神的障害を予防しなが

ら、幸福で充実した人生を送るために、より創造的に心身

の健康を探求し、維持・発展をめざすウエルネス科学的知

見を融合した高度なスポーツウエルネス学的知見が必要

である。 

そこで本研究科では、学士課程教育における一般的並び

に専門的教養の上に、スポーツウエルネス学の進展への寄

与及びにそれを通した社会貢献により、スポーツウエルネ

ス学の分野で指導的な立場になる人材、誰もが快適で活力

に満ちた社会の実現に積極的に貢献できる、以下の専門性

が求められる研究者及び高度専門職業人を養成する。 

 

人材養成像 

アスリート

パフォーマ

ンス 

競技スポーツは人間の身体的・精神的な限界

に挑戦する営みでもあり、その過程で高いレ

ベルのパフォーマンスが追求されている。そ

こで、スポーツ科学とウエルネス科学双方の

専門的な知識（以下この表で「スポーツウエ

ルネス学的知見」という。）を持ったスポーツ

指導者及びスポーツウエルネス学的知見を総

（研究科全体） 

 

 

 

 

 

超高齢社会を迎えた我が国において、スポーツ活動を通

した個人の生きがいの創造や構築、豊かな人間関係や自然

との関わりに基づく孤立の防止などを通して、総合的な健

康観であるウエルネスの向上をいかに図るかなどの問題

は、今後、国家的な問題としてますます重要性を増すこと

が確実視されている（資料４）。そのためには、心身のバ

ランスを整え人々のウエルネスの向上に貢献し、人間関係

や自然との関わりにおいて健全でバランス感覚に優れた

社会を構築することが必要である。また、競技スポーツに

おけるハイパフォーマンスの実現に向けたアプローチに

は、高度なスポーツウエルネス学的知見が必要であり、こ

れらの知見がウエルネス向上に応用されることも期待さ

れている。 

 

 

 

 

 

そこで本研究科では、学士課程教育における一般的並び

に専門的教養の上に、スポーツウエルネス学の進展への寄

与及びにそれを通した社会貢献により、スポーツウエルネ

ス学の分野で指導的な立場になる人材、誰もが快適で活力

に満ちた社会の実現に積極的に貢献できる、以下の各研究

領域の専門性が求められる研究者及び高度専門職業人を

養成する。 

研究領域 人材養成像 

アスリート

パフォーマ

ンス 

競技スポーツは人間の身体的・精神的な限界

に挑戦する営みでもあり、その過程で高いレ

ベルのパフォーマンスが追求されている。そ

こで、専門的な知識を持ったスポーツ指導者

およびスポーツウエルネス学的知見を総合的

に理解し、アスリートのハイパフォーマンス

の達成に貢献できる人材を養成する。 
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合的に理解し、アスリートのハイパフォーマ

ンスの達成に貢献できる人材を養成する。 

 

ウエルネス

スポーツ 

スポーツ参画人口を増加させるためには、若

年期から高齢期までライフステージに応じた

スポーツ活動が重要であり、社会人、女性、

障がい者のスポーツ実施率の向上と、これま

でスポーツに関わってこなかった人へのはた

らきかけが必要である。超高齢社会を迎え、

生活習慣病の予防・認知症予防、身体機能の

維持・向上をいかに図っていくのか、また、

高ストレス社会である現代においていかに心

身のバランスを維持し、高度なウエルネスを

達成できるかが重要な社会課題となってい

る。そこで、心身ウエルネスに関するスポー

ツウエルネス学的知見を有し、スポーツ参画

人口の増加およびスポーツを通して総合的な

ウエルネスの向上に貢献できる人材を養成す

る。 

環境・スポー

ツ教育 

地球規模で自然破壊が進行し、人間の生活環

境までも大きく変化する現代において、自然

環境や生活環境のあり方を、サスティナブル

な視点から次世代に伝えていくことが求めら

れている。そこで、人間を取り巻く自然環境・

生活環境とスポーツとの望ましい関係のあり

方、環境問題に対するスポーツからのアプロ

ーチ、スポーツと人間の望ましい関わりを踏

まえ、それらの課題を教育の営みとして展開

するためのスポーツウエルネス学に関する基

礎的な研究能力を習得させ、環境問題やサス

ティナブル社会に関する高度な知見を有し、

自然環境・生活環境とスポーツの望ましい関

係を踏まえた人間教育に貢献できる人材を養

成する。 

（前期課程） 

前期課程では、スポーツウエルネス学及びそれを構成す

るスポーツ科学とウエルネス科学の基礎的な理解により、

人間の可能性の追求と誰もが快適で活力に満ちたウエル

ネス社会の実現をめざした高度な教育研究を行う。前期課

 

 

 

ウエルネス

スポーツ 

スポーツ参画人口を増加させるためには、若

年期から高齢期までライフステージに応じた

スポーツ活動が重要であり、社会人、女性、

障がい者のスポーツ実施率の向上と、これま

でスポーツに関わってこなかった人へのはた

らきかけが必要である。また、高ストレス社

会である現代においていかに心身のバランス

を維持し、高度なウエルネスを達成できるか

が重要な社会課題となっている。そこで、心

身ウエルネスに関するスポーツウエルネス学

の高度な知見を有し、スポーツ参画人口の増

加およびスポーツを通して総合的なウエルネ

スの向上に貢献できる人材を養成する。 

 

 

 

環境・スポー

ツ教育 

地球規模で自然破壊が進行し、人間の生活環

境までも大きく変化する現代において、自然

環境や生活環境のあり方を、サスティナブル

な視点から次世代に伝えていくことが求めら

れている。そこで、自然環境や生活環境が調

和したウエルネス社会の実現を目指して、ス

ポーツの内在的・外在的価値を高めることが

でき、環境問題やサスティナブル社会に関す

る高度な知見を有し、子どもや運動・スポー

ツ実施者センタードの立場から、スポーツを

通した人間教育に貢献できる人材を養成す

る。 

 

 

 

（前期課程） 

前期課程では、スポーツウエルネス学及びそれを構成す

る様々な基礎的な研究領域の理解により、人間の可能性の

追求と誰もが快適で活力に満ちたウエルネス社会の実現

に積極的に貢献する専門性を有する人材を養成する。前期
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程を修了した学生は、超高齢社会を迎えた我が国におい

て、スポーツの推進と心身のバランスを整え人々のウエル

ネス向上に貢献し、ウエルネス社会の構築に寄与すること

が期待される。 

 

そこで前期課程では、スポーツウエルネス学に関する高

度な知識を有し、スポーツ推進とウエルネス向上に関わる

自治体、地域、組織、企業等における事業や施策をリード

できる高度な専門家として活躍する人材を養成する。 

想定される進路は以下のとおりである。 

修了後の進路

（前期課程） 

具体例 

（削除） （削除） 

 

アスリートパフ

ォーマンス 

専門的なアスリートへの支援を必要とす

るスポーツ競技チームや競技団体職員、

スタッフ、コーチ 

ウエルネススポ

ーツ 

ウエルネス社会の実現を目指す国や自治

体職員、企業 

環境・スポーツ教

育 

サスティナブル社会を考慮したスポーツ

による人間教育を実践する教員、自治体

職員、団体、企業 

（後期課程） 

 「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿〜社会を

先導する人材の育成に向けた体質改善の方策〜」（中央教

育審議会大学分科会 2019年 1月）で提言されているよう

に、Society5.0あるいは「創造社会」においては、大学院

の大きな役割として、知の創造、価値の創造をリードする

「知のプロフェッショナル」を育成することが期待されて

いる。本研究科が目指しているのも、まさに知の創造、価

値の創造をリードできる人材の養成であり、研究者養成と

高度の専門的職業人の養成を並行させて取り組む。後期課

程を修了した学生は、前期課程で取得したスポーツウエル

ネス学の高い専門能力と外国語文献の活用能力の上に、ス

ポーツウエルネス学の分野において科学的論理性、倫理

性、高度な専門性、独創性と自立性を伴った研究を実践で

きる研究者及び高度に専門的な業務に従事する職業人と

なることが期待される。そこで後期課程では、スポーツウ

エルネス学に関わる高度な研究能力と関連省庁及び関連

課程を修了した学生は、超高齢社会を迎えた我が国におい

て、心身のバランスを整え人々のウエルネス向上に貢献

し、人間関係や自然との関わりにおいて健全でバランス感

覚に優れた社会の構築に寄与する研究者及び高度専門職

業人となることが期待される。 

（追加） 

 

 

 

想定される各領域の進路は以下のとおりである。 

研究領域 進 路 

 

各研究領域共通 ウエルネス社会の構築に向けた研究がで

きる専門性を有する職業人 

アスリートパフ

ォーマンス研究

領域 

専門的なアスリートへの支援を必要とす

るスポーツ競技チームや競技団体職員、

スタッフ、コーチ 

ウエルネススポ

ーツ研究領域 

ウエルネス社会の実現を目指す国や自治

体職員、企業 

環境・スポーツ教

育研究領域 

サスティナブル社会を考慮したスポーツ

による人間教育を実践する教員、自治体

職員、団体、企業 

（後期課程） 

 「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿〜社会を

先導する人材の育成に向けた体質改善の方策〜」（中央教

育審議会大学分科会 2019年 1月）で提言されているよう

に、Society5.0あるいは「創造社会」においては、大学院

の大きな役割として、知の創造、価値の創造をリードする

「知のプロフェッショナル」を育成することが期待されて

いる。本研究科が目指しているのも、まさに知の創造、価

値の創造をリードできる人材の養成であり、研究者養成と

高度の専門的職業人の養成を並行させて取り組む。後期課

程を修了した学生は、前期課程で取得したスポーツウエル

ネス学の高い専門能力と外国語文献の活用能力の上に、ス

ポーツウエルネス学の分野において科学的論理性、倫理

性、高度な専門性、独創性と自立性を伴った研究を実践で

きる研究者及び高度に専門的な業務に従事する職業人と

なることが期待される。想定される進路は、研究者として

は大学教員やシンクタンクや研究所の研究員、高度に専門
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機関、地方自治体のみならずグローバルなレベルでスポー

ツ推進ならびにウエルネス向上に関する課題解決に向け

たリーダーシップと高度なマネジメント能力を有する研

究者ならびに高度専門職業人を養成する。 

◯ディプロマ・ポリシー 

（前期課程） 

スポーツウエルネス学研究科を修了する者が身に付け

るべき知識、能力等を下記のとおり定める。本課程に２年

（４学期）以上在学して所定の単位を修得し、かつ、研究

指導を受けた上、修士論文を提出して、その審査及び最終

試験に合格した者は、これらの知識、能力等を身に付けて

いると認め、修士の学位（修士（スポーツウエルネス学））

を授与する。 

 

１．広範囲にわたるスポーツウエルネス学における課題を

探究心を持って認識することができ、根拠に基づく理

論的な思考を伴った研究を行うための基礎的手法と

研究倫理。  

２．スポーツの現場やウエルネスの向上を目指す社会にお

ける諸課題を的確に抽出し、外国語を含む国内外の既

存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向けた独

自性のある問いを立てて仮説を導出し、それを実験、

または質的あるいは量的な調査から適切に検証する

ことにより論文（修士論文）を執筆し、適切に発表す

る能力。 

３. スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対

象として総合的に研究し、スポーツ推進とウエルネス

の向上に寄与するための、スポーツウエルネス学に関

する専門的な理論、知識、技能を修得し、実践的に運

用できる能力。 

（後期課程） 

本課程に３年（６学期）以上在学して所定の単位を修得

し、かつ研究指導を受けた上、博士の学位申請論文を提出

して、その審査および最終試験に合格した者で、博士論文

を作成した者に、博士（課程博士）の学位を授与する。た

だし、優れた研究業績をあげた者については１年（２学期）

以上在学すれば足りるものとする。本課程の修了者は、次

の能力を身に付けている。 

１．広範囲にわたるスポーツウエルネス学における研究者

として自立して研究活動を行うための高度な専門性

的な業務に従事する職業人としては前期課程と同様の競

技団体、国、自治体職員のほか、スポーツやウエルネスに

関連する企業の研究部門である。 

 

◯ディプロマ・ポリシー 

（前期課程） 

スポーツウエルネス学研究科を修了する者が身に付け

るべき知識、能力等を下記のとおり定める。本課程に２年

（４学期）以上在学して所定の単位を修得し、かつ、研究

指導を受けた上、修士論文を提出して、その審査及び最終

試験に合格した者は、これらの知識、能力等を身に付けて

いると認め、修士の学位（修士（スポーツウエルネス学））

を授与する。 

 

１．広範囲にわたるスポーツウエルネス学における課題を

探究心を持って認識することができ、根拠に基づく理

論的な思考を伴った研究を行うための基礎的手法と

研究倫理。  

２．スポーツの現場やウエルネスの向上を目指す社会にお

ける諸課題を的確に抽出し、外国語を含む国内外の既

存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向けた独

自性のある問いを立てて仮説を導出し、それを実験、

または質的あるいは量的な調査から適切に検証する

ことにより論文（修士論文）を執筆し、適切に発表す

る能力。 

３．アスリートのパフォーマンスの向上、全ての人に対す

る総合的なウエルネスの向上を目指す高度なウエル

ネス社会の構築、自然環境および生活環境を理解した

上でスポーツを通した人間教育に貢献できる専門的

な理論、知識、技能。 

（後期課程） 

本課程に３年（６学期）以上在学して所定の単位を修得

し、かつ研究指導を受けた上、博士の学位申請論文を提出

して、その審査および最終試験に合格した者で、博士論文

を作成した者に、博士（課程博士）の学位を授与する。た

だし、優れた研究業績をあげた者については１年（２学

期）以上在学すれば足りるものとする。本課程の修了者

は、次の能力を身に付けている。 

１．広範囲にわたるスポーツウエルネス学における研究者

として自立して研究活動を行うための高度の専門性
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と研究を行うための専門的な手法と高度な研究倫理。  

２．スポーツの現場やウエルネスの向上を目指す社会にお

ける諸課題を的確に抽出し、国内外の既存文献を批判

的に概観した上で、課題解決に向けた独自性のある問

いを立てて仮説を導出し、それを実験、または質的あ

るいは量的な調査から適切に検証することにより学

術的な貢献度の高い論文（博士論文）を執筆し、国内

外の学会に発表する能力。 

３．スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対象

として総合的に研究し、スポーツ推進とウエルネスの

向上に寄与するための、スポーツウエルネス学に関す

る高度で専門的な知識と分析能力、主導的な役割を担

うためのリーダーシップ能力、課題の解決につながる

新たな価値を創造できる能力、俯瞰的視野を伴って課

題解決に向けた建設的な関係を築くためのマネジメ

ント能力といった、専門的な業務に従事するために必

要な高度な研究能力及び社会で先導的に実践する能

力。 

◯カリキュラム・ポリシー 

（前期課程） 

前期課程では、学位授与の方針に沿って、以下のとおり

30 単位を修了要件とした教育課程を編成している。これ

らの教育課程を通じて得られる学修成果は、科目ごとに定

める評価基準および修士論文審査基準によって評価する。 

 リサーチワーク（８単位修得）は、「研究基礎」および

「研究指導１～３」で構成される。「研究基礎」は、学位

授与方針に掲げる（１）基礎的知識や研究倫理を身に付け

るため、必修科目として配置する。 

 

 

また、「研究指導１～３」は、学位授与方針に掲げる（２）

論文（修士論文）を執筆し、適切に発表する能力及び（３）

専門的な理論、知識、技能を修得し、実践的に運用できる

能力を養うために、必修科目として配置し、研究指導教員

による修士論文を作成するための指導を行う。 

 

 

 

さらに、研究指導における上記（３）の養成を補完する

ため、コースワークは、スポーツ分野及びウエルネス分野

と研究を行うための専門的な手法と高度な研究倫理。  

２．スポーツの現場やウエルネスの向上を目指す社会にお

ける諸課題を的確に抽出し、国内外の既存文献を批判

的に概観した上で、課題解決に向けた独自性のある問

いを立てて仮説を導出し、それを実験、または質的あ

るいは量的な調査から適切に検証することにより学

術的な貢献度の高い論文（博士論文）を執筆し、国内

外の学会に発表する能力。 

３．アスリートのパフォーマンスの向上、全ての人に対す

る総合的なウエルネスの向上を目指す高度なウエル

ネス社会の構築、自然環境および生活環境を理解した

上でスポーツを通した人間教育の実現に向けた、高度

で専門的な知識と分析能力、主導的な役割を担うため

のリーダーシップ能力、課題の解決につながる新たな

価値を創造できる能力、俯瞰的視野を伴って課題解決

に向けた建設的な関係を築くためのマネジメント能

力といった、専門的な業務に従事するために必要な高

度な研究能力。 

◯カリキュラム・ポリシー 

（前期課程） 

前期課程では、学位授与の方針に沿って、以下のとおり

30 単位を修了要件とした教育課程を編成している。これ

らの教育課程を通じて得られる学修成果は、科目ごとに定

める評価基準および修士論文審査基準によって評価する。 

 リサーチワーク（８単位修得）は、「研究基礎」および

「研究指導１～３」で構成される。「研究基礎」は、広範

囲にわたるスポーツウエルネス分野における課題を自ら

の探究心を持って認識することができ、根拠に基づいた理

論的な思考・指導・行動を行うための基礎的知識や研究倫

理を身に付けるため、必修科目として配置する。 

また、「研究指導１～３」は、スポーツの現場やウエル

ネスの向上を目指す社会における諸課題を的確に抽出し、

既存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向けた独自

性のある問いを立てて仮説を導出し、それを実験、または

質的あるいは量的な調査から適切に検証することにより

論文（修士論文）を執筆し、適切に発表する能力を養うた

めに、必修科目として配置し、研究指導教員による修士論

文を作成するための指導を行う。 

コースワーク（22単位以上修得） は、アスリートパフ

ォーマンス研究領域、ウエルネススポーツ研究領域 、及
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の２分野から、合わせて 22単位以上の修得が必要である。 

スポーツ分野では、すべての人間の適応可能性を広げ、

スポーツパフォーマンスの向上と高度なスポーツ文化の

創造に寄与するスポーツ科学的知見を身に付けるため、

「スポーツウエルネス研究３（トレーニング科学、コーチ

ング）」、「スポーツウエルネス研究７（スポーツ医学）」、

「スポーツウエルネス研究９（バイオメカニクス）、「スポ

ーツウエルネス研究 10（スポーツ・運動心理学）、「スポー

ツウエルネス研究 11（スポーツ方法学）」、「スポーツウエ

ルネス研究６（スポーツ栄養学）」等の授業科目を配置す

る。 

ウエルネス分野では、身体的、精神的障害を予防しなが

ら、幸福で充実した人生を送るために、より創造的に心身

の健康を探求し、維持・発展をめざすウエルネス科学的知

見を身に付けるため、「スポーツウエルネス研究１（スポ

ーツ社会学）」、「スポーツウエルネス研究２（野外教育、

環境教育）」、「スポーツウエルネス研究４（環境生理学、

神経科学）」、「スポーツウエルネス研究５（ウエルネスジ

ェンダー学）」、「スポーツウエルネス研究８（健康心理

学）」、「スポーツウエルネス研究 12（分子細胞生物学）」等

の授業科目を配置する。 

（後期課程） 

本課程では、学位授与の方針に沿って、指導教授・副指

導教員による研究指導（リサーチワーク）と選択科目（コ

ースワーク）を組み合わせて教育課程を編成している。こ

れらの教育課程を通じて得られる学修成果は、科目ごとに

定める評価基準および博士論文審査基準によって評価す

る。 

リサーチワークは授業科目として設定しないが、学位授

与方針に掲げる（１）高度な専門性、研究を行うための専

門的な手法、高度な研究倫理、（２）学術的な貢献度の高

い論文（博士論文）を執筆し、国内外の学会に発表する能

力、（３）専門的な業務に従事するために必要な高度な研

究能力及び社会で先導的に実践する能力を養うために、博

士論文の作成のための指導教員による研究指導を受ける

ことになる。 

 

 

 

 

び環境・スポーツ教育研究領域 の３領域から構成される。 

アスリートパフォーマンス研究領域では、アスリートの

パフォーマンス向上に関する専門的な理論、知識、技能を

身に付けるため、「スポーツウエルネス研究３（トレーニ

ング科学） 」、「スポーツウエルネス研究７（スポーツ医

学）」、「スポーツウエルネス研究９（バイオメカニクス）」

等の授業科目を配置する。 

ウエルネススポーツ研究領域 では、心身ウエルネスと

ウエルネス社会の構築に関する専門的な理論、知識、技能

を身に付けるため、「スポーツウエルネス研究８（健康心

理学）」、「スポーツウエルネス研究６（スポーツ栄養学）」、

「スポーツウエルネス研究１（スポーツ社会学）」 等の授

業科目を配置する。 

環境・スポーツ教育研究領域 では、自然環境と生活環

境の理解およびスポーツを通した人間教育に関する専門

的な理論、知識、技能を身に付けるため、「スポーツウエ

ルネス研究２（野外教育、環境教育）」、「スポーツウエル

ネス研究４（環境生理学、神経科学）」、「スポーツウエル

ネス研究 12（分子生物学）」等の授業科目を配置する。 

 

 

（後期課程） 

本課程では、学位授与の方針に沿って、指導教授・副指

導教授による研究指導（リサーチワーク）と選択科目（コ

ースワーク）を組み合わせて教育課程を編成している。こ

れらの教育課程を通じて得られる学修成果は、科目ごとに

定める評価基準および博士論文審査基準によって評価す

る。 

リサーチワークは授業科目として設定しないが、広範囲

にわたるスポーツウエルネス学における研究者として自

立して研究活動を行うための高度の専門性と研究を行う

ための専門的な手法と高度な研究倫理を身に付けるため、

およびスポーツの現場やウエルネスの向上を目指す社会

における諸課題を的確に抽出し、国内外の既存文献を批判

的に概観した上で、課題解決に向けた独自性のある問いを

立てて仮説を導出し、それを実験、または質的あるいは量

的な調査から適切に検証することにより学術的な貢献度

の高い論文（博士論文）を執筆し、国内外の学会に発表す

る能力を養うために、博士論文の作成のため、全ての学生

が指導教員による研究指導を受けることになる。 
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研究指導では、指導教授とそれ以外に２名の副指導教員

から指導を受け、スポーツ分野又はウエルネス分野に関す

るテーマを設定するとともに、学術的に高度な知見を提出

するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点

を得ることで、質の高い博士論文の完成を図る。その際、

副指導教員２名はスポーツ科学分野、ウエルネス科学分野

から各１名によって構成する。また、「研究指導基本スケ

ジュール」に則り、３回にわたる審査会で発表をすること

で、博士論文の作成を計画的に行う。審査会の第３回目と

なる予備審査会の開催にあたり、学会発表を含む一定の研

究業績が求められる等の客観的基準が設定されることで、

博士論文の作成のための段階的な目標とする。  

 

 

また、研究指導における上記（３）の養成を補完するた

め、コースワーク（６単位以上修得）は、スポーツ分野及

びウエルネス分野の２分野から６単位以上の修得が必要

である。 

 

スポーツ分野では、すべての人間の適応可能性を広げ、

スポーツパフォーマンスの向上と高度なスポーツ文化の

創造に寄与するスポーツ科学的知見を身に付けるため、

「スポーツウエルネス研究３（トレーニング科学、コーチ

ング）」、「スポーツウエルネス研究７（スポーツ医学）」、

「スポーツウエルネス研究９（バイオメカニクス）、「スポ

ーツウエルネス研究 10（スポーツ・運動心理学）、「スポー

ツウエルネス研究 11（スポーツ方法学）」、「スポーツウエ

ルネス研究６（スポーツ栄養学）」等の授業科目を配置す

る。 

ウエルネス分野では、身体的、精神的障害を予防しなが

ら、幸福で充実した人生を送るために、より創造的に心身

の健康を探求し、維持・発展をめざすウエルネス科学的知

見を身に付けるため、「スポーツウエルネス研究１（スポ

ーツ社会学）」、「スポーツウエルネス研究２（野外教育、

環境教育）」、「スポーツウエルネス研究４（環境生理学、

神経科学）」、「スポーツウエルネス研究５（ウエルネスジ

ェンダー学）」、「スポーツウエルネス研究８（健康心理

学）」、「スポーツウエルネス研究 12（分子細胞生物学）」等

の授業科目を配置する。評価にあたっては、前期課程より

高度な達成水準を要求する。 

研究指導では、指導教授とそれ以外に２名の副指導教授

から指導を受け、アスリートのパフォーマンスの向上、全

ての人に対する総合的なウエルネスの向上を目指す高度

なウエルネス社会の構築、自然環境および生活環境を理解

した上でスポーツを通した人間教育の実現に資するテー

マを設定するとともに、学術的に高度な知見を提出するた

めの専門的知識と方法論的知識および批判的視点を得る

ことで、質の高い博士論文の完成を図る。また、「研究指

導基本スケジュール」に則り、３回にわたる審査会で発表

をすることで、博士論文の作成を計画的に行う。審査会の

第３回目となる予備審査会の開催にあたり、学会発表を含

む一定の研究業績が求められる等の客観的基準が設定さ

れることで、博士論文の作成のための段階的な目標とす

る。  

コースワーク（６単位以上修得）は、アスリートパフォ

ーマンス研究領域、ウエルネススポーツ研究領域、及び環

境・スポーツ教育研究領域の３領域から構成され、以下の

３領域から選択した１つの研究領域の授業科目から６単

位以上修得する。 

アスリートパフォーマンス研究領域では、アスリートの

パフォーマンス向上に関する専門的な業務に従事するた

めに必要な高度な研究能力を身に付けるため、「スポーツ

ウエルネス研究３（トレーニング科学） 」、「スポーツウ

エルネス研究７（スポーツ医学）」、「スポーツウエルネス

研究９（バイオメカニクス）」等の授業科目を配置する。 

ウエルネススポーツ研究領域では、心身ウエルネスとウ

エルネス社会の構築に関する専門的な業務に従事するた

めに必要な高度な研究能力を身に付けるため、「スポーツ

ウエルネス研究８（健康心理学）」、「スポーツウエルネス

研究６（スポーツ栄養学）」、「スポーツウエルネス研究１

（スポーツ社会学）」等の授業科目を配置する。 

環境・スポーツ教育研究領域では、自然環境と生活環境

の理解およびスポーツを通した人間教育に関する専門的

な業務に従事するために必要な高度な研究能力を身に付

けるため、「スポーツウエルネス研究 2（野外教育、環境教

育）」、「スポーツウエルネス研究４（環境生理学、神経科

学）」、「スポーツウエルネス研究 12（分子生物学）」等の授

業科目を配置する。 
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◯アドミッション・ポリシー 

（前期課程） 

 前期課程では、スポーツウエルネス学における基礎的な

研究の理解により、人間の可能性の追求と誰もが快適で活

力に満ちたウエルネス社会の実現に積極的に貢献する高

度な専門性を有する人材を養成することを目的としてい

る。したがって、前期課程のアドミッション・ポリシー（受

け入れ方針）としては、以下の資質・能力を求める。 

 

学力の３要素 内容 

知識・技能 スポーツウエルネス学に関わる学問の基礎

的知識と国内外の文献を理解する能力を身

に付けている 

思考力・判断

力・表現力 

高度なウエルネス社会の実現に向けた諸課

題を抽出し、課題解決にむけた具体的な計

画とその意義を説明できる 

 

 

主体性を持っ

て多様な人々

と協働して学

ぶ態度 

批判的精神（真理を検証する態度）と鋭利

な問題意識をもってスポーツウエルネス学

の諸分野を多角的に研究する意欲がある 

（後期課程） 

後期課程では、前期課程で取得したスポーツウエルネス

学の高い専門能力と外国語文献の活用能力の上に、スポー

ツウエルネス学の分野において科学的論理性、倫理性、高

度な専門性、独創性と自立性を伴った研究を実践できる人

材の養成を目的としている。したがって、後期課程のアド

ミッション・ポリシー（受け入れ方針）としては、以下の

資質・能力を求める。 

学力の３要素 内容 

知識・技能 スポーツウエルネス学に関わる研究の専門

的な理論、基礎的研究能力と国内外の文献

を概観する能力を身に付けている 

思考力・判断

力・表現力 

高度なウエルネス社会の実現に向けた諸課

題を的確に抽出し、課題解決にむけた独自

性のある問いを立てて仮説を導出し、それ

を実験、または質的あるいは量的な調査か

ら適切に検証する道筋を説明できる 

◯アドミッション・ポリシー 

（前期課程） 

 前期課程では、スポーツウエルネス学及びそれを構成す

る様々な基礎的な研究領域の理解により、人間の可能性の

追求と誰もが快適で活力に満ちたウエルネス社会の実現

に積極的に貢献する高度な専門性を有する人材を養成す

ることを目的としている。したがって、前期課程のアドミ

ッション・ポリシー（受け入れ方針）としては、以下の資

質・能力を求める。 

学力の３要素 内容 

知識・技能 スポーツウエルネス学に関わる学問の基礎

的知識と国内外の文献を理解する能力を身

に付けている 

思考力・判断

力・表現力 

アスリートのパフォーマンス向上、総合的

なウエルネスの向上、高度なウエルネス社

会の実現に向けた諸課題を抽出し、課題解

決にむけた具体的な計画とその意義を説明

できる 

主体性を持っ

て多様な人々

と協働して学

ぶ態度 

批判的精神（真理を検証する態度）と鋭利

な問題意識をもってスポーツウエルネス学

の諸分野を多角的に研究する意欲がある 

（後期課程） 

後期課程では、前期課程で取得したスポーツウエルネス

学の高い専門能力と外国語文献の活用能力の上に、スポー

ツウエルネス学の分野において科学的論理性、倫理性、高

度な専門性、独創性と自立性を伴った研究を実践できる人

材の養成を目的としている。したがって、後期課程のアド

ミッション・ポリシー（受け入れ方針）としては、以下の

資質・能力を求める。 

学力の３要素 内容 

知識・技能 スポーツウエルネス学に関わる研究領域の

専門的な理論、基礎的研究能力と国内外の

文献を概観する能力を身に付けている 

思考力・判断

力・表現力 

アスリートのパフォーマンス向上、総合的

なウエルネスの向上、高度なウエルネス社

会の実現に向けた諸課題を的確に抽出し、

課題解決にむけた独自性のある問いを立て

て仮説を導出し、それを実験、または質的
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主体性を持っ

て多様な人々

と協働して学

ぶ態度 

高い研究倫理観を伴い、批判的精神（真理

を検証する態度）と鋭利な問題意識をもっ

てスポーツウエルネス学の諸分野の課題

を、多様な視点から俯瞰的に捉え、主体的

に研究し、総合的・学際的なアプローチを

用いて新たな研究領域を切り開こうとする

意欲がある 
 

あるいは量的な調査から適切に検証する道

筋を説明できる 

主体性を持っ

て多様な人々

と協働して学

ぶ態度 

高い研究倫理観を伴い、批判的精神（真理

を検証する態度）と鋭利な問題意識をもっ

てスポーツウエルネス学の諸分野の課題

を、多様な視点から俯瞰的に捉え、主導的

に研究する意欲がある 

 

 

 

 

 

３．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【設置の趣旨・目的等】 

（是正事項）審査意見２のとおり、養成する人材像や３つのポリシーの妥当性を判断することができ

ないが、本研究科における博士前期課程及び博士後期課程のそれぞれの課程修了後の進路や想定され

る社会的役割の違いが不明確であることから、博士前期課程及び博士後期課程の養成する人材像や修

了後の進路の差異が明確になるよう改めて説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。【研

究科共通】 

 

３．（対応） 

 審査意見を踏まえ、博士前期課程及び博士後期課程のそれぞれの養成する人材像や修了後の進路の差

異を明確にする。なお、「＜人材養成像（修了後の進路を含む。）＞」に加え、「＜学生に修得させる能力

＞」においても詳細に記載した。 

 前期課程 後期課程 

養成する人材像 

（概要） 

超高齢社会を迎えた我が国において、スポーツ

の推進と心身のバランスを整え人々のウエルネ

ス向上に貢献し、ウエルネス社会の構築に寄与

する人材 

（設置の趣旨 P6） 

前期課程で取得したスポーツウエルネス学の高

い専門能力と外国語文献の活用能力の上に、ス

ポーツウエルネス学の分野において科学的論理

性、倫理性、高度な専門性、独創性と自立性を伴

った研究を実践できる研究者及び高度に専門的

な業務に従事する職業人 

（設置の趣旨 P6） 

 

 養成する人材像の具体例 前期課程（設置の趣旨 P7） 後期課程（設置の趣旨 P6） 

修了後の 

進路 

アスリートパフォーマンス スポーツ競技団体、プロチームにお

けるコーチ、トレーナー、スタッフ

といったアスリートサポートなら

びにマネジメントに関する職業 

スポーツウエルネス学に関わる高

度な研究能力と関連省庁及び関連

機関、地方自治体のみならずグロー

バルなレベルでスポーツ推進なら

びにウエルネス向上に関する課題ウエルネススポーツ 国や地方自治体の職員、ウエルネス
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関連企業、スポーツ・健康関係団体

職員等の職業 

解決に向けたリーダーシップと高

度なマネジメント能力を有する研

究者ならびに高度専門職業人 環境・スポーツ教育 保健体育科教員、ウエルネス・環境

関連企業、国や地方自治体職員等 

 

３．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（５ページ～） 

新 旧 

＜人材養成像（修了後の進路を含む。）＞ 

（前期課程） 

前期課程では、スポーツウエルネス学及びそれを構成す

るスポーツ科学とウエルネス科学の基礎的な理解により、

人間の可能性の追求と誰もが快適で活力に満ちたウエル

ネス社会の実現をめざした高度な教育研究を行う。前期課

程を修了した学生は、超高齢社会を迎えた我が国におい

て、スポーツの推進と心身のバランスを整え人々のウエル

ネス向上に貢献し、ウエルネス社会の構築に寄与すること

が期待される。 

そこで前期課程では、スポーツウエルネス学に関する高

度な知識を有し、スポーツ推進とウエルネス向上に関わる

自治体、地域、組織、企業等における事業や施策をリード

できる高度な専門家として活躍する人材を養成する。 

 

（後期課程） 

 「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿〜社会を

先導する人材の育成に向けた体質改善の方策〜」（中央教

育審議会大学分科会 2019年 1月）で提言されているよう

に、Society5.0あるいは「創造社会」においては、大学院

の大きな役割として、知の創造、価値の創造をリードする

「知のプロフェッショナル」を育成することが期待されて

いる。本研究科が目指しているのも、まさに知の創造、価

値の創造をリードできる人材の養成であり、研究者養成と

高度の専門的職業人の養成を並行させて取り組む。後期課

程を修了した学生は、前期課程で取得したスポーツウエル

ネス学の高い専門能力と外国語文献の活用能力の上に、ス

ポーツウエルネス学の分野において科学的論理性、倫理

性、高度な専門性、独創性と自立性を伴った研究を実践で

きる研究者及び高度に専門的な業務に従事する職業人と

なることが期待される。そこで後期課程では、スポーツウ

エルネス学に関わる高度な研究能力と関連省庁及び関連

＜人材養成像（修了後の進路を含む。）＞ 

（前期課程） 

前期課程では、スポーツウエルネス学及びそれを構成す

る様々な基礎的な研究領域の理解により、人間の可能性の

追求と誰もが快適で活力に満ちたウエルネス社会の実現

に積極的に貢献する専門性を有する人材を養成する。前期

課程を修了した学生は、超高齢社会を迎えた我が国におい

て、心身のバランスを整え人々のウエルネス向上に貢献

し、人間関係や自然との関わりにおいて健全でバランス感

覚に優れた社会の構築に寄与する研究者及び高度専門職

業人となることが期待される。 

 

 

 

 

（後期課程） 

 「2040 年を見据えた大学院教育のあるべき姿〜社会を

先導する人材の育成に向けた体質改善の方策〜」（中央教

育審議会大学分科会 2019年 1月）で提言されているよう

に、Society5.0あるいは「創造社会」においては、大学院

の大きな役割として、知の創造、価値の創造をリードする

「知のプロフェッショナル」を育成することが期待されて

いる。本研究科が目指しているのも、まさに知の創造、価

値の創造をリードできる人材の養成であり、研究者養成と

高度の専門的職業人の養成を並行させて取り組む。後期課

程を修了した学生は、前期課程で取得したスポーツウエル

ネス学の高い専門能力と外国語文献の活用能力の上に、ス

ポーツウエルネス学の分野において科学的論理性、倫理

性、高度な専門性、独創性と自立性を伴った研究を実践で

きる研究者及び高度に専門的な業務に従事する職業人と

なることが期待される。想定される進路は、研究者として

は大学教員やシンクタンクや研究所の研究員、高度に専門
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機関、地方自治体のみならずグローバルなレベルでスポー

ツ推進ならびにウエルネス向上に関する課題解決に向け

たリーダーシップと高度なマネジメント能力を有する研

究者ならびに高度専門職業人を養成する。 

＜学生に修得させる能力＞ 

（前期課程） 

広範囲にわたるスポーツウエルネス分野における課題

を自らの探究心を持って認識することができ、根拠に基づ

いた理論的な思考・指導・行動を行うための基礎的知識や

研究倫理を学生に修得させる。また、スポーツの現場やウ

エルネスの向上を目指す社会における諸課題を的確に抽

出し、既存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向け

た独自性のある問いを立てて仮説を導出し、それを実験、

または質的あるいは量的な調査から客観的・分析的に検証

することにより論文（修士論文）を執筆し、適切に発表す

る能力を修得させる。さらに、スポーツ並びにウエルネス

に関わる様々な課題を対象として総合的に研究し、スポー

ツ推進とウエルネスの向上に寄与するための、スポーツウ

エルネス学に関する専門的な理論、知識、技能を修得し、

実践的に運用できる能力を修得させる。 

以上を踏まえ、前期課程で修得させる能力を、修了後の

進路に関連する、養成する人材像別に具体化すると次のと

おりとなる。 

修了後の進路として「アスリートパフォーマンス」を希

望する者には、アスリートのパフォーマンス向上及び障害

予防・リハビリテーション、チームのマネジメント、心身

の健康とライフマネジメント、生涯にわたるパスウェイの

構築などの諸課題の解決に向けたスポーツウエルネス学

に関する基礎的な研究能力を修得させ、パフォーマンスや

心身コンディションに関わるデータ分析能力を有し、スポ

ーツ競技団体、プロチームにおけるコーチ、トレーナー、

スタッフといったアスリートサポートならびにマネジメ

ントに関する職業を担うための、高い倫理観と科学的根拠

に基づいたアスリートサポートの方法論及び実践能力を

修得させる。 

「ウエルネススポーツ」を希望する者には、スポーツを

通じた生活習慣病・認知症予防、身体機能の維持・向上、

子供や障がい者のスポーツの推進などの諸課題の解決に

向けたスポーツウエルネス学に関する基礎的な研究能力

を修得させ、心身の健康、身体機能、運動処方・療法等に

的な業務に従事する職業人としては前期課程と同様の競

技団体、国、自治体職員のほか、スポーツやウエルネスに

関連する企業の研究部門である。 

 

＜学生に修得させる能力＞ 

（前期課程） 

広範囲にわたるスポーツウエルネス分野における課題

を自らの探究心を持って認識することができ、根拠に基づ

いた理論的な思考・指導・行動を行うための基礎的知識や

研究倫理を学生に修得させる。また、スポーツの現場やウ

エルネスの向上を目指す社会における諸課題を的確に抽

出し、既存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向け

た独自性のある問いを立てて仮説を導出し、それを実験、

または質的あるいは量的な調査から適切に検証すること

により論文（修士論文）を執筆し、適切に発表する能力を

修得させる。 

研究領域 前期課程で修得する能力 

アスリートパフォーマンス

研究領域 

アスリートのパフォーマン

ス向上および障害予防・リハ

ビリテーションのためのス

ポーツ医・科学に関する基礎

的な研究能力、具体的には、

パフォーマンスや心身コン

ディションに関わるデータ

の分析能力や競技団体と建

設的な関係を築くためのマ

ネジメント能力、または、ス

ポーツ競技団体、プロチーム

におけるコーチ、トレーナ

ー、スタッフといったアスリ

ートをサポートする職業を

担うための、高い倫理観と科

学的根拠に基づいたアスリ

ートサポートの方法を実践

する能力 

ウエルネススポーツ研究領

域 

スポーツウエルネス学の知

見に基づいた生活習慣病の

予防や総合的なウエルネス

の向上に関する基礎的な研
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関する量的・質的データの収集並びに分析能力を有し、国

や地方自治体の職員、ウエルネス関連企業、スポーツ・健

康関係団体職員等の職業を担うための、高い倫理観と科学

的根拠に基づいたスポーツ参画人口の増加や国民のウエ

ルネス向上の達成に資する方法と実践能力を修得させる。 

「環境・スポーツ教育」を希望する者には、人間を取り

巻く自然環境・生活環境とスポーツとの望ましい関係のあ

り方、環境問題に対するスポーツからのアプローチ、スポ

ーツと人間の望ましい関わりを踏まえ、それらの課題を教

育の営みとして展開するためのスポーツウエルネス学に

関する基礎的な研究能力を修得させ、国内外の野外教育、

自然・生活環境教育、スポーツの価値、アスリートの暑熱

対策、子供や障がい児の発育発達に応じた運動やスポーツ

等に関する批判的検討、量的・質的データの収集並びに分

析ができる能力を有し、保健体育科教員、ウエルネス・環

境関連企業、国や地方自治体職員等の職業を担うための、

高い倫理観と科学的根拠に基づいた環境・スポーツ教育に

関する理論と実践能力を修得させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（後期課程） 

ウエルネス社会の実現に資するテーマを設定した上で

学術的に高度な知見を獲得するための専門的知識、方法論

的知識及び批判的視点を得ることで、質の高い博士論文の

完成する能力を修得させる。また、自らの研究テーマに関

して、既存文献を批判的に概観した上で、学術的に意味の

ある問いを立て、論理的に仮説を導出し、それを実験、ま

究能力、具体的には、科学的

に裏付けられた手法により、

心身の健康に関する量的デ

ータ及び質的データの収集

並びに分析ができる能力、ま

たは、ウエルネス関連企業、

国や地方自治体の職員、厚生

労働省、メディアといった、

スポーツ参画人口の増加や

国民のウエルネス向上の達

成を目指す職業を担うため

の、ウエルネスやスポーツに

関する意識を向上させるこ

とのできる根拠に基づいた

知見を提示できる能力 

環境・スポーツ教育研究領域 

環境問題や生活環境を理解

した上でのスポーツの教育

的価値に関する基礎的な研

究能力、具体的には、国内外

の野外教育、環境教育、生活

環境のあり方等に関する研

究を批判的・建設的に比較分

析できる能力、または、保健

体育科教員、ウエルネス・環

境関連企業職員、地方自治体

職員、環境省といった、スポ

ーツによる人間教育を実践

できる職業を担うための、自

然環境と生活環境に関する

科学的根拠に基づいて伝え

るサイエンスコミュニケー

ション能力や地球的視野に

立って思考できる能力 

（後期課程） 

ウエルネス社会の実現に資するテーマを設定した上で学

術的に高度な知見を獲得するための専門的知識、方法論的

知識及び批判的視点を得ることで、質の高い博士論文の完

成する能力を修得させる。また、自らの研究テーマに関し

て、既存文献を批判的に概観した上で、学術的に意味のあ
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たは質的あるいは量的な調査を実施することで適切に検

証することにより学術的に高度な論文（博士論文）を執筆

し、国内外の学会で発表する能力を修得させる。さらに、

スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対象と

して総合的に研究し、スポーツ推進とウエルネスの向上に

寄与するための、スポーツウエルネス学に関する高度で専

門的な知識と分析能力、主導的な役割を担うためのリーダ

ーシップ能力、課題の解決につながる新たな価値を創造で

きる能力、俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設的な

関係を築くためのマネジメント能力といった、専門的な業

務に従事するために必要な高度な研究能力及び社会で先

導的に実践する能力を修得させる。 

以上を踏まえ、後期課程で修得させる能力を、修了後の

進路に関連する、養成する人材像別に具体化すると次のと

おりとなる。 

修了後の進路として「アスリートパフォーマンス」を希

望する者には、（１）アスリートのパフォーマンス向上に

必要なパフォーマンスやコンディションの評価、心身の健

康とライフマネジメントに関する高度で専門的な知識と

分析能力、（２）国内外の競技団体やスポーツチームにお

いて、アスリートのパフォーマンス向上に向けた戦略・計

画作成において主導的な役割を担うためのリーダーシッ

プ能力、（３）トレーニングやパフォーマンス評価に関す

る最新の知見や研究手法を理解し、パフォーマンスを向上

させるための課題の解決につながる新たな価値を創造で

きる能力及び（４）アスリートのハイパフォーマンス実現、

アスリートの生涯にわたるパスウェイの構築に関わる周

辺のスタッフや団体と、総合的かつ俯瞰的視野を伴って課

題解決に向けた建設的な関係を築くためのマネジメント

能力を修得させる。 

「ウエルネススポーツ」を希望する者には、（１）総合

的なウエルネスの向上に必要な生活習慣病・認知症の予防

や心身の健康状態の評価、運動処方・療法等に関する高度

で専門的な知識と分析能力、（２）国内外の自治体、ウエ

ルネス関連団体や企業において、ウエルネスやスポーツに

関する意識の向上や子供や障がい者のスポーツ推進にむ

けた施策の作成において主導的な役割を担うためのリー

ダーシップ能力、（３）スポーツ参加人口の増加や心身ウ

エルネス状態の評価、身体機能の維持・向上に関する最新

の知見や研究手法を理解し、ウエルネス社会の実現に向け

る問いを立て、論理的に仮説を導出し、それを実験、また

は質的あるいは量的な調査を実施することで適切に検証

することにより学術的に高度な論文（博士論文）を執筆し、

国内外の学会で発表する能力を修得させる。さらに、選択

した領域における高度に専門的な学識を修得させる。 

研究領域 後期課程で修得する能力 

アスリートパフォーマンス

研究領域 

・アスリートのパフォーマン

ス向上に必要なパフォー

マンスやコンディション

の評価に関する高度で専

門的な知識と分析能力 

・国内外の競技団体やスポー

ツチームにおいて、アスリ

ートのパフォーマンス向

上に向けた戦略・計画作成

において主導的な役割を

担うためのリーダーシッ

プ能力 

・トレーニングやパフォーマ

ンス評価に関する最新の

知見や研究手法を理解し、

パフォーマンスを向上さ

せるための課題の解決に

つながる新たな価値を創

造できる能力 

・アスリートのハイパフォー

マンス実現に関わる周辺の

スタッフや団体と、総合的か

つ俯瞰的視野を伴って課題

解決に向けた建設的な関係

を築くためのマネジメント

能力 

ウエルネススポーツ研究領

域 

・総合的なウエルネスの向上

に必要な生活習慣病の予

防や心身の健康状態の評

価に関する高度で専門的

な知識と分析能力 

・国内外の自治体、ウエルネ

ス関連団体や企業におい
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た課題の解決につながる新たな価値を創造できる能力及

び（４）高度なウエルネス社会の実現に関わる異分野の専

門家と、俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設的な関

係を築くためのマネジメント能力を修得させる。 

「環境・スポーツ教育」を希望する者には、（１）自然環

境と生活環境が調和する社会の実現に向けた自然環境や

生活環境の評価、環境問題に対するスポーツの貢献等に関

する高度で専門的な知識と分析能力、（２）国内外の教育・

研究機関、自治体、環境関連団体や企業において、自然環

境と生活環境が調和するウエルネス社会の実現に向けた

施策の作成において主導的な役割を担うためのリーダー

シップ能力、（３）自然環境と生活環境の評価、環境の維

持・改善に向けたスポーツの貢献に関する最新の知見や研

究手法を理解し、それらをスポーツによる人間教育の実践

に向けた課題の解決につながる新たな価値を創造できる

能力及び（４）自然環境・生活環境とスポーツの望ましい

関係を踏まえた社会の実現に関わる異分野の専門家と、地

球環境的かつ俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設

的な関係を築くためのマネジメント能力を修得させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、ウエルネスやスポーツ

に関する意識を向上させ

るための施策の作成にお

いて主導的な役割を担う

ためのリーダーシップ能

力 

・スポーツ参加人口の増加や

心身ウエルネス状態の評

価に関する最新の知見や

研究手法を理解し、ウエル

ネス社会の実現に向けた

課題の解決につながる新

たな価値を創造できる能

力 

・高度なウエルネス社会の実

現に関わる異分野の専門家

と、俯瞰的視野を伴って課題

解決に向けた建設的な関係

を築くためのマネジメント

能力 

環境・スポーツ教育研究領域 

・自然環境と生活環境が調和

する社会の実現に向けた、

自然環境や人の生活環境

を評価するための高度で

専門的な知識と分析能力 

・国内外の教育・研究機関、

自治体、環境関連団体や企

業において、自然環境と生

活環境が調和するウエル

ネス社会の実現に向けた

施策の作成において主導

的な役割を担うためのリ

ーダーシップ能力 

・自然環境と生活環境の評価

や改善に関する最新の知

見や研究手法を理解し、ス

ポーツによる人間教育の

実践に向けた課題の解決

につながる新たな価値を
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創造できる能力 

・自然環境と生活環境が調和

する社会の実現に関わる異

分野の専門家と、地球環境的

かつ俯瞰的視野を伴って課

題解決に向けた建設的な関

係を築くためのマネジメン

ト能力 
 

 

 

４．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【教育課程等】 

（是正事項）審査意見１及び２のとおり「スポーツウエルネス学」の学問体系が不明確であり、また

領域名称になっている「アスリートパフォーマンス分野」「ウエルネススポーツ分野」「環境・スポー

ツ分野」の定義が判然としないため、教育課程の妥当性を判断することができない。また、例えば、

アスリートパフォーマンス研究領域に関連すると考えられるスポーツ栄養学の授業科目が、ウエルネ

ススポーツ研究領域の主な授業科目として配置されているなど、各研究領域と主な授業科目との関係

性や整合性も判然としない。このため、審査意見１及び２、関連する他の審査意見への対応を踏まえ

て、本研究科及び内包する３つの領域の教育課程が、修得すべき知識に係る教育が網羅され、体系性

が担保された上で、適切に編成されていることを明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改め

ること。【研究科共通】 

 

４．（対応） 

 審査意見１～３への対応にも記載したとおり、「スポーツウエルネス学」を構成する要素を「スポーツ

分野」と「ウエルネス分野」の２つに新たに定義し、「アスリートパフォーマンス分野」「ウエルネスス

ポーツ分野」「環境・スポーツ分野」については、人材養成像（想定される学生の修了後の進路）として

再定義する。 

 その上で、研究領域と授業科目（前期課程の研究基礎、両課程の研究指導を除く。）との関係性は表

（同内容の表を「＜科目区分の設定、各科目区分の科目構成及び必修科目と選択科目の構成＞」に記載）

のとおりとする（スポーツウエルネス研究 20（スポーツマンシップ、スポーツ産業）は前期課程のみ。）。

本研究科において修得すべきスポーツウエルネス学における能力は、『スポーツ並びにウエルネスに関

わる様々な課題を対象として総合的に研究し、スポーツ推進とウエルネスの向上に寄与するための、ス

ポーツウエルネス学に関する専門的な理論、知識、技能を修得し、実践的に運用できる能力。』（前期課

程）及び『スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対象として総合的に研究し、スポーツ推進

とウエルネスの向上に寄与するための、スポーツウエルネス学に関する高度で専門的な知識と分析能力、

主導的な役割を担うためのリーダーシップ能力、課題の解決につながる新たな価値を創造できる能力、

俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設的な関係を築くためのマネジメント能力といった、専門的な

業務に従事するために必要な高度な研究能力及び社会で先導的に実践する能力』（後期課程）であり、そ

れを修得するための授業科目を、「スポーツ分野」及び「ウエルネス分野」の区分に沿って、体系的に編

成する。 
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区分 科目名 

スポーツ分野 

スポーツウエルネス研究３（トレーニング科学、コーチング） 

スポーツウエルネス研究６（スポーツ栄養学） 

スポーツウエルネス研究７（スポーツ医学） 

スポーツウエルネス研究９（バイオメカニクス） 

スポーツウエルネス研究 10（スポーツ・運動心理学） 

スポーツウエルネス研究 11（スポーツ方法学） 

スポーツウエルネス研究 13（スポーツマネジメント） 

スポーツウエルネス研究 14（トレーナー科学） 

スポーツウエルネス研究 15（データサイエンス） 

スポーツウエルネス研究 20（スポーツマンシップ、スポーツ産業） 

ウエルネス分野 

スポーツウエルネス研究１（スポーツ社会学） 

スポーツウエルネス研究２（野外教育、環境教育） 

スポーツウエルネス研究４（環境生理学、神経科学） 

スポーツウエルネス研究５（ウエルネスジェンダー学） 

スポーツウエルネス研究８（健康心理学） 

スポーツウエルネス研究 12（分子細胞生物学） 

スポーツウエルネス研究 16（ウエルネス科学） 

スポーツウエルネス研究 17（アダプテッド・スポーツ） 

スポーツウエルネス研究 18（スポーツメディア） 

スポーツウエルネス研究 19（環境教育） 

 

４．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（７ページ～） 

新 旧 

＜学生に修得させる能力＞ 

（前期課程） 

広範囲にわたるスポーツウエルネス分野における課題

を自らの探究心を持って認識することができ、根拠に基づ

いた理論的な思考・指導・行動を行うための基礎的知識や

研究倫理を学生に修得させる。また、スポーツの現場やウ

エルネスの向上を目指す社会における諸課題を的確に抽

出し、既存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向け

た独自性のある問いを立てて仮説を導出し、それを実験、

または質的あるいは量的な調査から客観的・分析的に検証

することにより論文（修士論文）を執筆し、適切に発表す

る能力を修得させる。さらに、スポーツ並びにウエルネス

に関わる様々な課題を対象として総合的に研究し、スポー

ツ推進とウエルネスの向上に寄与するための、スポーツウ

エルネス学に関する専門的な理論、知識、技能を修得し、

＜学生に修得させる能力＞ 

（前期課程） 

広範囲にわたるスポーツウエルネス分野における課題

を自らの探究心を持って認識することができ、根拠に基づ

いた理論的な思考・指導・行動を行うための基礎的知識や

研究倫理を学生に修得させる。また、スポーツの現場やウ

エルネスの向上を目指す社会における諸課題を的確に抽

出し、既存文献を批判的に概観した上で、課題解決に向け

た独自性のある問いを立てて仮説を導出し、それを実験、

または質的あるいは量的な調査から適切に検証すること

により論文（修士論文）を執筆し、適切に発表する能力を

修得させる。 

研究領域 前期課程で修得する能力 

アスリート

パフォーマ

アスリートのパフォーマンス向上および障害

予防・リハビリテーションのためのスポーツ
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実践的に運用できる能力を修得させる。 

以上を踏まえ、前期課程で修得させる能力を、修了後の

進路に関連する、養成する人材像別に具体化すると次のと

おりとなる。 

修了後の進路として「アスリートパフォーマンス」を希

望する者には、アスリートのパフォーマンス向上及び障害

予防・リハビリテーション、チームのマネジメント、心身

の健康とライフマネジメント、生涯にわたるパスウェイの

構築などの諸課題の解決に向けたスポーツウエルネス学

に関する基礎的な研究能力を修得させ、パフォーマンスや

心身コンディションに関わるデータ分析能力を有し、スポ

ーツ競技団体、プロチームにおけるコーチ、トレーナー、

スタッフといったアスリートサポートならびにマネジメ

ントに関する職業を担うための、高い倫理観と科学的根拠

に基づいたアスリートサポートの方法論及び実践能力を

修得させる。 

「ウエルネススポーツ」を希望する者には、スポーツを

通じた生活習慣病・認知症予防、身体機能の維持・向上、

子供や障がい者のスポーツの推進などの諸課題の解決に

向けたスポーツウエルネス学に関する基礎的な研究能力

を修得させ、心身の健康、身体機能、運動処方・療法等に

関する量的・質的データの収集並びに分析能力を有し、国

や地方自治体の職員、ウエルネス関連企業、スポーツ・健

康関係団体職員等の職業を担うための、高い倫理観と科学

的根拠に基づいたスポーツ参画人口の増加や国民のウエ

ルネス向上の達成に資する方法と実践能力を修得させる。 

「環境・スポーツ教育」を希望する者には、人間を取り

巻く自然環境・生活環境とスポーツとの望ましい関係のあ

り方、環境問題に対するスポーツからのアプローチ、スポ

ーツと人間の望ましい関わりを踏まえ、それらの課題を教

育の営みとして展開するためのスポーツウエルネス学に

関する基礎的な研究能力を修得させ、国内外の野外教育、

自然・生活環境教育、スポーツの価値、アスリートの暑熱

対策、子供や障がい児の発育発達に応じた運動やスポーツ

等に関する批判的検討、量的・質的データの収集並びに分

析ができる能力を有し、保健体育科教員、ウエルネス・環

境関連企業、国や地方自治体職員等の職業を担うための、

高い倫理観と科学的根拠に基づいた環境・スポーツ教育に

関する理論と実践能力を修得させる。 

（後期課程） 

ンス研究領

域 

医・科学に関する基礎的な研究能力、具体的

には、パフォーマンスや心身コンディション

に関わるデータの分析能力や競技団体と建設

的な関係を築くためのマネジメント能力、ま

たは、スポーツ競技団体、プロチームにおけ

るコーチ、トレーナー、スタッフといったア

スリートをサポートする職業を担うための、

高い倫理観と科学的根拠に基づいたアスリー

トサポートの方法を実践する能力 

ウエルネス

スポーツ研

究領域 

スポーツウエルネス学の知見に基づいた生活

習慣病の予防や総合的なウエルネスの向上に

関する基礎的な研究能力、具体的には、科学

的に裏付けられた手法により、心身の健康に

関する量的データ及び質的データの収集並び

に分析ができる能力、または、ウエルネス関

連企業、国や地方自治体の職員、厚生労働省、

メディアといった、スポーツ参画人口の増加

や国民のウエルネス向上の達成を目指す職業

を担うための、ウエルネスやスポーツに関す

る意識を向上させることのできる根拠に基づ

いた知見を提示できる能力 

環境・スポー

ツ教育研究

領域 

環境問題や生活環境を理解した上でのスポー

ツの教育的価値に関する基礎的な研究能力、

具体的には、国内外の野外教育、環境教育、

生活環境のあり方等に関する研究を批判的・

建設的に比較分析できる能力、または、保健

体育科教員、ウエルネス・環境関連企業職員、

地方自治体職員、環境省といった、スポーツ

による人間教育を実践できる職業を担うため

の、自然環境と生活環境に関する科学的根拠

に基づいて伝えるサイエンスコミュニケーシ

ョン能力や地球的視野に立って思考できる能

力 

 

 

 

 

 

（後期課程） 
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ウエルネス社会の実現に資するテーマを設定した上で

学術的に高度な知見を獲得するための専門的知識、方法論

的知識及び批判的視点を得ることで、質の高い博士論文の

完成する能力を修得させる。また、自らの研究テーマに関

して、既存文献を批判的に概観した上で、学術的に意味の

ある問いを立て、論理的に仮説を導出し、それを実験、ま

たは質的あるいは量的な調査を実施することで適切に検

証することにより学術的に高度な論文（博士論文）を執筆

し、国内外の学会で発表する能力を修得させる。さらに、

スポーツ並びにウエルネスに関わる様々な課題を対象と

して総合的に研究し、スポーツ推進とウエルネスの向上に

寄与するための、スポーツウエルネス学に関する高度で専

門的な知識と分析能力、主導的な役割を担うためのリーダ

ーシップ能力、課題の解決につながる新たな価値を創造で

きる能力、俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設的な

関係を築くためのマネジメント能力といった、専門的な業

務に従事するために必要な高度な研究能力及び社会で先

導的に実践する能力を修得させる。 

以上を踏まえ、後期課程で修得させる能力を、修了後の

進路に関連する、養成する人材像別に具体化すると次のと

おりとなる。 

修了後の進路として「アスリートパフォーマンス」を希

望する者には、（１）アスリートのパフォーマンス向上に

必要なパフォーマンスやコンディションの評価、心身の健

康とライフマネジメントに関する高度で専門的な知識と

分析能力、（２）国内外の競技団体やスポーツチームにお

いて、アスリートのパフォーマンス向上に向けた戦略・計

画作成において主導的な役割を担うためのリーダーシッ

プ能力、（３）トレーニングやパフォーマンス評価に関す

る最新の知見や研究手法を理解し、パフォーマンスを向上

させるための課題の解決につながる新たな価値を創造で

きる能力及び（４）アスリートのハイパフォーマンス実現、

アスリートの生涯にわたるパスウェイの構築に関わる周

辺のスタッフや団体と、総合的かつ俯瞰的視野を伴って課

題解決に向けた建設的な関係を築くためのマネジメント

能力を修得させる。 

「ウエルネススポーツ」を希望する者には、（１）総合

的なウエルネスの向上に必要な生活習慣病・認知症の予防

や心身の健康状態の評価、運動処方・療法等に関する高度

で専門的な知識と分析能力、（２）国内外の自治体、ウエ

ウエルネス社会の実現に資するテーマを設定した上で

学術的に高度な知見を獲得するための専門的知識、方法論

的知識及び批判的視点を得ることで、質の高い博士論文の

完成する能力を修得させる。また、自らの研究テーマに関

して、既存文献を批判的に概観した上で、学術的に意味の

ある問いを立て、論理的に仮説を導出し、それを実験、ま

たは質的あるいは量的な調査を実施することで適切に検

証することにより学術的に高度な論文（博士論文）を執筆

し、国内外の学会で発表する能力を修得させる。さらに、

選択した領域における高度に専門的な学識を修得させる。 

研究領域 後期課程で修得する能力 

アスリート

パフォーマ

ンス研究領

域 

・アスリートのパフォーマンス向上に必要な

パフォーマンスやコンディションの評価に

関する高度で専門的な知識と分析能力 

・国内外の競技団体やスポーツチームにおい

て、アスリートのパフォーマンス向上に向

けた戦略・計画作成において主導的な役割

を担うためのリーダーシップ能力 

・トレーニングやパフォーマンス評価に関す

る最新の知見や研究手法を理解し、パフォ

ーマンスを向上させるための課題の解決に

つながる新たな価値を創造できる能力 

・アスリートのハイパフォーマンス実現に関

わる周辺のスタッフや団体と、総合的かつ

俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設

的な関係を築くためのマネジメント能力 

ウエルネス

スポーツ研

究領域 

・総合的なウエルネスの向上に必要な生活習

慣病の予防や心身の健康状態の評価に関す

る高度で専門的な知識と分析能力 

・国内外の自治体、ウエルネス関連団体や企

業において、ウエルネスやスポーツに関す

る意識を向上させるための施策の作成にお

いて主導的な役割を担うためのリーダーシ

ップ能力 

・スポーツ参加人口の増加や心身ウエルネス

状態の評価に関する最新の知見や研究手法

を理解し、ウエルネス社会の実現に向けた

課題の解決につながる新たな価値を創造で

きる能力 
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ルネス関連団体や企業において、ウエルネスやスポーツに

関する意識の向上や子供や障がい者のスポーツ推進にむ

けた施策の作成において主導的な役割を担うためのリー

ダーシップ能力、（３）スポーツ参加人口の増加や心身ウ

エルネス状態の評価、身体機能の維持・向上に関する最新

の知見や研究手法を理解し、ウエルネス社会の実現に向け

た課題の解決につながる新たな価値を創造できる能力及

び（４）高度なウエルネス社会の実現に関わる異分野の専

門家と、俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設的な関

係を築くためのマネジメント能力を修得させる。 

「環境・スポーツ教育」を希望する者には、（１）自然環

境と生活環境が調和する社会の実現に向けた自然環境や

生活環境の評価、環境問題に対するスポーツの貢献等に関

する高度で専門的な知識と分析能力、（２）国内外の教育・

研究機関、自治体、環境関連団体や企業において、自然環

境と生活環境が調和するウエルネス社会の実現に向けた

施策の作成において主導的な役割を担うためのリーダー

シップ能力、（３）自然環境と生活環境の評価、環境の維

持・改善に向けたスポーツの貢献に関する最新の知見や研

究手法を理解し、それらをスポーツによる人間教育の実践

に向けた課題の解決につながる新たな価値を創造できる

能力及び（４）自然環境・生活環境とスポーツの望ましい

関係を踏まえた社会の実現に関わる異分野の専門家と、地

球環境的かつ俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建設

的な関係を築くためのマネジメント能力を修得させる。 

・高度なウエルネス社会の実現に関わる異分

野の専門家と、俯瞰的視野を伴って課題解

決に向けた建設的な関係を築くためのマネ

ジメント能力 

環境・スポー

ツ教育研究

領域 

・自然環境と生活環境が調和する社会の実現

に向けた、自然環境や人の生活環境を評価

するための高度で専門的な知識と分析能力 

・国内外の教育・研究機関、自治体、環境関

連団体や企業において、自然環境と生活環

境が調和するウエルネス社会の実現に向け

た施策の作成において主導的な役割を担う

ためのリーダーシップ能力 

・自然環境と生活環境の評価や改善に関する

最新の知見や研究手法を理解し、スポーツ

による人間教育の実践に向けた課題の解決

につながる新たな価値を創造できる能力 

・自然環境と生活環境が調和する社会の実現

に関わる異分野の専門家と、地球環境的か

つ俯瞰的視野を伴って課題解決に向けた建

設的な関係を築くためのマネジメント能力 

 

 

 

 

 

 

５．（改善事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【教育課程等】 

（改善事項）選択科目について、すべての科目が「スポーツウエルネス研究」に連番が付されている

が、授業科目名からは当該授業科目の内容を推量することが困難であり、学生が履修に当たって誤認

したり、就職等に当たって成績証明書や履修証明書の記載から第三者が学生の履修内容を確認できな

いことが懸念されることから、当該授業科目の内容が適切に示された科目名称とすることが望まし

い。【研究科共通】 

 

５．（対応） 

 審査意見を踏まえ、科目名称を修正する。 
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５－１．（新旧対照表）教育課程等の概要（基本計画書 12ページ） 

５－２．（新旧対照表）授業科目の概要（基本計画書 34～39ページ） 

５－３．（新旧対照表）シラバス（シラバス 13～64ページ） 

５－４．（新旧対照表）学則：本文（学則 51ページ） 

５－５．（新旧対照表）学則：変更事項を記載した書類（学則 60ページ） 

５－６．（新旧対照表）学則：新旧対照表（学則 63～64ページ） 

５－７．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（設置の趣旨（本文）12～15,25ページ） 

５－８．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（設置の趣旨（資料）資料８：履修モデル、資料 15：

時間） 

５－９．（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（学生確保（資料）資料１：時間割） 

５－10．（新旧対照表）教員の氏名等（教員名簿 2～3ページ） 

５－11_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_01_沼澤秀雄 22ページ） 

５－11_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_01_沼澤秀雄 25ページ） 

５－12_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M02_D10_安松幹展 43 ページ） 

５－12_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M02_D10_安松幹展 46ページ） 

５－13_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_03_石渡貴之-54ページ） 

５－13_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_03_石渡貴之 57ページ） 

５－14_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M04_D02_大石和男 35 ページ） 

５－14_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M04_D02_大石和男 38ページ） 

５－15_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M05_D04_加藤晴康 41 ページ） 

５－15_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M05_D04_加藤晴康 44ページ） 

５－16_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M06_D05_川端雅人 32 ページ） 

５－16_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M06_D05_川端雅人 35ページ） 

５－17_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M07_D06_佐野信子 21 ページ） 

５－17_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M07_D06_佐野信子 24ページ） 

５－18_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M08_D07_杉浦克己 26 ページ） 

５－18_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M08_D07_杉浦克己 29ページ） 

５－19_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M09_D08_舘川宏之 23 ページ） 

５－19_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M09_D08_舘川宏之 26ページ） 

５－20_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_M10_D09_松尾哲矢 75 ページ） 

５－20_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_M10_D09_松尾哲矢 78ページ） 

５－21_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_11_石井秀幸 24ページ） 

５－21_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_11_石井秀幸 27ページ） 

５－22_01．（新旧対照表）担当予定授業科目（教員個人調書_12_竒二正彦 16ページ） 

５－22_02．（新旧対照表）就任承諾書（教員個人調書_12_竒二正彦 19ページ） 

新 旧 

スポーツウエルネス研究１（スポーツ社会学） 

スポーツウエルネス研究２（野外教育、環境教育） 

スポーツウエルネス研究３（ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学、ｺｰﾁﾝｸﾞ） 

スポーツウエルネス研究４（環境生理学、神経科学） 

スポーツウエルネス研究１ 

スポーツウエルネス研究２ 

スポーツウエルネス研究３ 

スポーツウエルネス研究４ 
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スポーツウエルネス研究５（ウエルネスジェンダー学） 

スポーツウエルネス研究６（スポーツ栄養学） 

スポーツウエルネス研究７（スポーツ医学） 

スポーツウエルネス研究８（健康心理学） 

スポーツウエルネス研究９（バイオメカニクス） 

スポーツウエルネス研究１０（ｽﾎﾟｰﾂ・運動心理学） 

スポーツウエルネス研究１１（スポーツ方法学） 

スポーツウエルネス研究１２（分子細胞生物学） 

スポーツウエルネス研究１３（スポーツマネジメント） 

スポーツウエルネス研究１４（トレーナー科学） 

スポーツウエルネス研究１５（データサイエンス） 

スポーツウエルネス研究１６（ウエルネス科学） 

スポーツウエルネス研究１７（ｱﾀﾞﾌﾟﾃｯﾄﾞ･ｽﾎﾟｰﾂ） 

スポーツウエルネス研究１８（スポーツメディア） 

スポーツウエルネス研究１９（環境教育） 

スポーツウエルネス研究２０（ｽﾎﾟｰﾂﾏﾝｼｯﾌﾟ、ｽﾎﾟｰﾂ産業） 

スポーツウエルネス研究５ 

スポーツウエルネス研究６ 

スポーツウエルネス研究７ 

スポーツウエルネス研究８ 

スポーツウエルネス研究９ 

スポーツウエルネス研究１０ 

スポーツウエルネス研究１１ 

スポーツウエルネス研究１２ 

スポーツウエルネス研究１３ 

スポーツウエルネス研究１４ 

スポーツウエルネス研究１５ 

スポーツウエルネス研究１６ 

スポーツウエルネス研究１７ 

スポーツウエルネス研究１８ 

スポーツウエルネス研究１９ 

スポーツウエルネス研究２０ 

 

 

６．（改善事項）スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【教育課程等】 

（改善事項）学位文審査基準について、博士後期課程の基準に含まれる「（３）再現性があること」

「（４）量的または質的調査、または実験により、十分なエビデンスがあること」が博士前期課程の基

準には含まれず、修士論文においてはこれらの観点が不要であるように見受けられるが、修士論文で

不要とする妥当性が判然としないことから、改めて明確に説明するとともに、必要に応じて適切に改

めること。 

 

６．（対応） 

 審査意見を踏まえ、前期課程及び後期課程の双方の学位論文審査基準を見直し、修正する。 

 

６．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（19,20ページ） 

新 旧 

＜前期課程＞ 

（１）学術的意義と社会的有用性を持つものであること。 

（２）研究内容に独創性があること。 

（３）研究テーマに対して首尾一貫した論理性があるこ

と。 

（４）先行研究を十分に理解し、適切に取り扱っている

こと。 

（５）研究結果に、量的または質的調査、または実験によ

 

 

（１）独創性があること。 

（２）論理性があること。 

 

（３）先行研究を把握していること。 
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り、十分なエビデンスがあり、再現性が認められ

ること。 

（６）倫理的配慮がなされていること。 

＜後期課程＞ 

（１）当該学術分野の伸展に寄与し、学術的意義と社会的

有用性を持つものであること。 

（２）研究内容に独創性があること。 

（３）研究テーマ全体を構成する論考の体系に整合性が

あり、加えて個々の論考に首尾一貫した論理性が

あること。 

（４）先行研究を十分に理解し、適切に取り扱っている

こと。 

（５）研究テーマ全体を構成する個々の論考の結果に、

量的または質的調査、または実験により、十分な

エビデンスがあり、再現性が認められること。 

（６）倫理的配慮がなされていること。 

 

 

（４）倫理的配慮がなされていること。 

 

 

 

（１）独創性があること。 

（２）論理性があること。 

 

 

（５）先行研究を把握していること。 

 

（４）量的または質的調査、または実験により、十分なエ

ビデンスがあること。 

（３）再現性があること。 

（６）倫理的配慮がなされていること。 

 

 

７．（是正事項）スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【入学者選抜】 

（是正事項）審査意見１、２及び４のとおり、「スポーツウエルネス学」の学問体系が不明確であるた

め、養成する人材像及び３つのポリシー、教育課程の妥当性に疑義があるため、入学者選抜の妥当性

を判断することができないが、アドミッション・ポリシーに掲げる「諸課題を抽出し、課題解決にむ

けた具体的な計画とその意義を説明できる」ことについて、入学者選抜でどのように確認するのか判

然としないことから、具体的な選抜方法を明らかにした上で、アドミッション・ポリシーに整合した

適切な選抜方法が設定されていることを明確に説明すること。 

 

７．（対応） 

 審査意見を踏まえ、入学者選抜における「諸課題を抽出し、課題解決にむけた具体的な計画とその意

義を説明できる」の確認方法について具体的な説明を追記するとともに、入学者受入れの方針の内容と

その内容に係る選抜方法を記載した下表を追加する。 

※前期課程の入学者受け入れの方針の内容とその選抜方法 

学力の３要素 内容 選抜方法 

知識・技能 基礎的知識の理解度、英語読解力 ・筆記試験（第１次試験） 

思考力・判断力・表現力 
諸課題を抽出し、課題解決にむけた具体的な計画とその意

義を説明できる能力 
・口頭試問（第２次試験） 

主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度 

批判的精神（真理を検証する態度）と鋭利な問題意識をもっ

て多角的に研究する意欲 
・口頭試問（第２次試験） 
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７．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（21ページ～） 

新 旧 

○入学者選抜 

＜選抜方法、選考基準等＞ 

（前期課程） 

本研究科博士課程前期課程の入学試験は、一般、社会人、

外国人の３つに区分して実施する。本学のコミュニティ福

祉学部スポーツウエルネス学科（2023 年 4 月募集停止予

定）及びスポーツウエルネス学部の卒業生（2026 年度に

１期生が卒業予定）からの進学希望者、並びに他大学のス

ポーツ健康系学部の卒業生（外国人含む）、スポーツウエ

ルネス分野での実務経験を有する者の入学を想定してい

る。 

一般については、博士課程前期課程の出願資格要件（資

料 13）を満たす者を対象とする。選抜は、前期課程の入学

者受け入れの方針に基づき、第１次試験及び第２次試験に

よって行う。第１次試験では、英語並びに専門基礎及び論

文に係る筆記試験を課し、スポーツウエルネス学に関する

基礎知識の理解度、英語読解力を確認する。第２次試験で

は、出願時の提出書類である、研究テーマ、問題意識等が

記載された「研究計画書」を踏まえて口頭試問を行い、本

研究科の研究分野における課題に対する問題意識、課題解

決に向けた研究計画と実効性、その課題を研究することの

意義、スポーツウエルネス学の諸分野を多角的に研究する

意欲を確認する。第１次試験の結果で第２次試験対象者を

決定した後、第２次試験の評価で最終的な合格を決定す

る。選抜の基準は、それぞれの評価項目において、A. ぜ

ひ入学させたい、B. 入学させてもよい、C. 入学させても

良いが入学後に相当の努力が必要である、D. 入学させる

べきではない、の４段階で、入学者受け入れの方針に照ら

し合わせて評価し、D評価がある場合は入学を認めない。 

社会人については、博士課程前期課程の出願資格要件

（資料 13）を満たし、かつ、官公庁・学校・企業などの団

体で出願時までに２年以上の就業経験がある、もしくは、

スポーツ・健康関係領域において何らかの社会的実践活動

を出願時までに２年以上経験していると本研究科が認め

た者で、2023 年４月１日に満 24 歳以上の者を対象とす

る。選抜は、前期課程の入学者受け入れの方針に基づき、

第１次試験及び第２次試験によって行う。まず、受験志願

者を対象に、成績・単位証明書、卒業（見込）証明書、学

◯入学者選抜 

＜選抜方法、選考基準等＞ 

（前期課程） 

本学のコミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科

（2023 年 4 月募集停止予定）及びスポーツウエルネス学

部の卒業生（2026 年度に１期性が卒業予定）からの進学

希望者、並びに他大学のスポーツ健康系学部の卒業生、ス

ポーツウエルネス分野での実務経験を有するものの入学

を想定している。選抜方法は、前期課程のアドミッション・

ポリシーに従って、スポーツウエルネス学に関する基礎知

識の理解度、英語読解力を「筆記試験」から、本研究科の

研究領域における課題解決に向けた研究計画と実効性、ス

ポーツウエルネス学の諸分野を多角的に研究する意欲を、

「書類審査」と「口頭試問」から、入学の可否を総合的に

評価する。 

 

 

 

 

選抜の基準は、それぞれの評価項目において、A. ぜひ

入学させたい、B. 入学させてもよい、C. 入学させても良

いが入学後に相当の努力が必要である、D. 入学させるべ

きではない、の４段階で、アドミッション・ポリシーに照

らし合わせて評価し、D 評価がある場合は入学を認めな

い。 

 

 

 

 

（追加） 
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士の学位取得（見込）を証明する書類（日本以外の国の大

学を卒業（見込）した志願者のみ）、研究概要、履歴書に

より受験資格を確認する。受験資格があると認められた者

を対象として、第１次試験及び第２次試験を実施する。第

１次試験では、英語並びに専門基礎及び論文に係る筆記試

験を課し、スポーツウエルネス学に関する基礎知識の理解

度を確認する。第２次試験では、受験者の過去における学

習内容（実務経験を含む）、ならびに出願時の提出書類で

ある、研究テーマ、問題意識等が記載された「研究計画書」

を踏まえて口頭試問を行い、本研究科の研究分野における

課題に対する問題意識、課題解決に向けた研究計画と実効

性、その課題を研究することの意義、スポーツウエルネス

学の諸分野を多角的に研究する意欲を確認する。第１次試

験の結果で第２次試験対象者を決定した後、第２次試験の

評価で最終的な合格を決定する。選抜の基準は、一般と同

様である。 

外国人については、博士課程前期課程の出願資格要件

（資料 13）を満たし、かつ、日本国籍を有せず、日本以外

の国の大学を卒業した者（2023 年３月末日までに卒業見

込みの者を含む）を対象とする。選抜は、前期課程の入学

者受け入れの方針に基づき、第１次試験及び第２次試験に

よって行う。まず、受験志願者を対象に、成績・単位証明

書、卒業（見込）証明書、学士の学位取得（見込）を証明

する書類、研究概要、履歴書により受験資格を確認する。

受験資格があると認められた者を対象として、第１次試験

及び第２次試験を実施する。第１次試験では、英語並びに

専門基礎及び論文に係る筆記試験を課し、スポーツウエル

ネス学に関する基礎知識の理解度を確認する。第２次試験

では、出願時の提出書類である、研究テーマ、問題意識等

が記載された「研究計画書」を踏まえて口頭試問を行い、

本研究科の研究分野における課題に対する問題意識、課題

解決に向けた研究計画と実効性、その課題を研究すること

の意義、スポーツウエルネス学の諸分野を多角的に研究す

る意欲を確認する。第１次試験の結果で第２次試験対象者

を決定した後、第２次試験の評価で最終的な合格を決定す

る。選抜の基準は、一般と同様である。 

（上記の表の追加） 
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８．（是正事項）スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【入学者選抜】 

（是正事項）教育研究上の目的には「スポーツウエルネス学部における一般的並びに専門的教養の上

に、スポーツウエルネス学を研究」するとの記載があり、本学のスポーツウエルネス学部の卒業生の

入学を前提としているように見受けられる一方で、入学者選抜では社会人入試や社会人の受入れに関

する記載があり、必ずしも本学のスポーツウエルネス学部の卒業生に限定しない構想となっているこ

とから、教育研究上の目的と入学者選抜等の考え方の整合性に疑義がある。このため、本研究科の教

育研究上の目的と入学者選抜等が整合していることについて、明確に説明するとともに、必要に応じ

て適切に改めること。 

 

８．（対応） 

 審査意見を踏まえ、大学院学則に規定する教育研究上の目的の該当部分を「スポーツウエルネス学部

における」から「学士課程教育における」に修正する。 

 

８－１．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（５ページ） 

８－２．（新旧対照表）学則（学則 57,65ページ） 

新 旧 

スポーツウエルネス学研究科は，学士課程教育における一

般的並びに専門的教養の上に，スポーツウエルネス学を研

究し，その深奥を究め，かつ，キリスト教に基づいて人格

を陶冶し文化の進展に寄与することを目的とする。 

スポーツウエルネス学研究科は，スポーツウエルネス学部

における一般的並びに専門的教養の上に，スポーツウエル

ネス学を研究し，その深奥を究め，かつ，キリスト教に基

づいて人格を陶冶し文化の進展に寄与することを目的と

する。 

 

 

９．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【入学者選抜】 

（是正事項）一般入試のほかに、社会人入試や外国人入試による若干名の入学を想定した記載がある

が、社会人入試や外国人入試についての説明が見受けられず、一般入試との違いや実施方法等が不明

確なため、入試区分ごとに明確に説明するとともに、適切に改めること。【研究科共通】 

 

９．（対応） 

 審査意見を踏まえ、前期課程については、社会人入試及び外国人入試に係る実施方法等の説明を加え

る。また、後期課程については、改めて検討を行った結果、本研究科の前身であるコミュニティ福祉学

研究科コミュニティ福祉学専攻博士後期課程において社会人入試及び外国人入試を実施していないこ

と、社会人及び外国人が入学した際に適切な措置が採れるか現時点では不明確であることから、社会人

入試及び外国人入試を実施しないこととし、本文を修正する。 

 

９．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（21ページ～） 

新 旧 
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◯入学者選抜 

＜選抜方法、選考基準等＞ 

（前期課程） 

本研究科博士課程前期課程の入学試験は、一般、社会人、

外国人の３つに区分して実施する。本学のコミュニティ福

祉学部スポーツウエルネス学科（2023 年 4 月募集停止予

定）及びスポーツウエルネス学部の卒業生（2026 年度に

１期生が卒業予定）からの進学希望者、並びに他大学のス

ポーツ健康系学部の卒業生（外国人含む）、スポーツウエ

ルネス分野での実務経験を有する者の入学を想定してい

る。 

一般については、博士課程前期課程の出願資格要件（資

料 13）を満たす者を対象とする。選抜は、前期課程の入学

者受け入れの方針に基づき、第１次試験及び第２次試験に

よって行う。第１次試験では、英語並びに専門基礎及び論

文に係る筆記試験を課し、スポーツウエルネス学に関する

基礎知識の理解度、英語読解力を確認する。第２次試験で

は、出願時の提出書類である、研究テーマ、問題意識等が

記載された「研究計画書」を踏まえて口頭試問を行い、本

研究科の研究分野における課題に対する問題意識、課題解

決に向けた研究計画と実効性、その課題を研究することの

意義、スポーツウエルネス学の諸分野を多角的に研究する

意欲を確認する。第１次試験の結果で第２次試験対象者を

決定した後、第２次試験の評価で最終的な合格を決定す

る。選抜の基準は、それぞれの評価項目において、A. ぜ

ひ入学させたい、B. 入学させてもよい、C. 入学させても

良いが入学後に相当の努力が必要である、D. 入学させる

べきではない、の４段階で、入学者受け入れの方針に照ら

し合わせて評価し、D評価がある場合は入学を認めない。 

社会人については、博士課程前期課程の出願資格要件

（資料 13）を満たし、かつ、官公庁・学校・企業などの団

体で出願時までに２年以上の就業経験がある、もしくは、

スポーツ・健康関係領域において何らかの社会的実践活動

を出願時までに２年以上経験していると本研究科が認め

た者で、2023 年４月１日に満 24 歳以上の者を対象とす

る。選抜は、前期課程の入学者受け入れの方針に基づき、

第１次試験及び第２次試験によって行う。まず、受験志願

者を対象に、成績・単位証明書、卒業（見込）証明書、学

士の学位取得（見込）を証明する書類（日本以外の国の大

学を卒業（見込）した志願者のみ）、研究概要、履歴書に

◯入学者選抜 

＜選抜方法、選考基準等＞ 

（前期課程） 

本学のコミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科

（2023 年 4 月募集停止予定）及びスポーツウエルネス学

部の卒業生（2026 年度に１期性が卒業予定）からの進学

希望者、並びに他大学のスポーツ健康系学部の卒業生、ス

ポーツウエルネス分野での実務経験を有するものの入学

を想定している。 

 

 

 

選抜方法は、前期課程のアドミッション・ポリシーに従

って、スポーツウエルネス学に関する基礎知識の理解度、

英語読解力を「筆記試験」から、本研究科の研究領域にお

ける課題解決に向けた研究計画と実効性、スポーツウエル

ネス学の諸分野を多角的に研究する意欲を、「書類審査」

と「口頭試問」から、入学の可否を総合的に評価する。選

抜の基準は、それぞれの評価項目において、A. ぜひ入学

させたい、B. 入学させてもよい、C. 入学させても良いが

入学後に相当の努力が必要である、D. 入学させるべきで

はない、の４段階で、アドミッション・ポリシーに照らし

合わせて評価し、D評価がある場合は入学を認めない。 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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より受験資格を確認する。受験資格があると認められた者

を対象として、第１次試験及び第２次試験を実施する。第

１次試験では、英語並びに専門基礎及び論文に係る筆記試

験を課し、スポーツウエルネス学に関する基礎知識の理解

度を確認する。第２次試験では、受験者の過去における学

習内容（実務経験を含む）、ならびに出願時の提出書類で

ある、研究テーマ、問題意識等が記載された「研究計画書」

を踏まえて口頭試問を行い、本研究科の研究分野における

課題に対する問題意識、課題解決に向けた研究計画と実効

性、その課題を研究することの意義、スポーツウエルネス

学の諸分野を多角的に研究する意欲を確認する。第１次試

験の結果で第２次試験対象者を決定した後、第２次試験の

評価で最終的な合格を決定する。選抜の基準は、一般と同

様である。 

外国人については、博士課程前期課程の出願資格要件

（資料 13）を満たし、かつ、日本国籍を有せず、日本以外

の国の大学を卒業した者（2023 年３月末日までに卒業見

込みの者を含む）を対象とする。選抜は、前期課程の入学

者受け入れの方針に基づき、第１次試験及び第２次試験に

よって行う。まず、受験志願者を対象に、成績・単位証明

書、卒業（見込）証明書、学士の学位取得（見込）を証明

する書類、研究概要、履歴書により受験資格を確認する。

受験資格があると認められた者を対象として、第１次試験

及び第２次試験を実施する。第１次試験では、英語並びに

専門基礎及び論文に係る筆記試験を課し、スポーツウエル

ネス学に関する基礎知識の理解度を確認する。第２次試験

では、出願時の提出書類である、研究テーマ、問題意識等

が記載された「研究計画書」を踏まえて口頭試問を行い、

本研究科の研究分野における課題に対する問題意識、課題

解決に向けた研究計画と実効性、その課題を研究すること

の意義、スポーツウエルネス学の諸分野を多角的に研究す

る意欲を確認する。第１次試験の結果で第２次試験対象者

を決定した後、第２次試験の評価で最終的な合格を決定す

る。選抜の基準は、一般と同様である。 

（後期課程） 

後期課程は一般区分のみである。本学のコミュニティ福

祉学研究科コミュニティ福祉学専攻博士前期課程及びス

ポーツウエルネス学研究科博士前期課程の修了生（2024

年度に１期生が卒業予定）からの進学希望者、並びに他大

学のスポーツ健康系大学院の修了生、スポーツウエルネス

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（後期課程） 

本学のコミュニティ福祉学研究科スポーツウエルネス

専攻博士前期課程（2023 年 4 月募集停止予定）及びスポ

ーツウエルネス学研究科博士前期課程の修了生（2024 年

度に１期性が卒業予定）からの進学希望者、並びに他大学

のスポーツ健康系大学院の修了生、スポーツウエルネス分
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分野での実務経験を有する者の入学を想定している。選抜

は、後期課程の入学者受け入れの方針に基づき、第１次試

験及び第２次試験によって行う。第１次試験では、英語に

係る筆記試験を課し、専門的な知識及び論文を読む能力を

確認する。第２次試験では、出願時の提出書類である、研

究内容、研究の意義等が記載された「研究計画書」を踏ま

えて業績審査及び口頭試問を行い、本研究科の研究におけ

る諸課題を適切に抽出できる能力、解決に向けた研究計画

の実効性とその意義、自らが立てた仮説を検証するために

行うべき実験方法、質的あるいは量的な調査方法などを作

成する能力、常に最新の知識を得るために必要な専門的な

理論の理解度、高い研究倫理観を伴って多様な視点から俯

瞰的に課題を捉え主体的に研究する意欲を確認する。第１

次試験の結果で第２次試験対象者を決定した後、第２次試

験の評価で最終的な合格を決定する。選抜の基準は、それ

ぞれの評価項目において、A. 優れている、B. 普通であ

る、C. やや劣る、D. 劣る、の４段階で、入学者受け入れ

の方針に照らし合わせて評価し、D評価がある場合は不合

格とする。 

＜入試区分ごとの募集人員＞ 

（前期課程） 

 募集人員は、一般区分、社会人区分及び外国人区分を合

わせて 10名である。 

（後期課程） 

 募集人員は、一般区分で５名である。 

 

野での実務経験を有するものの入学を想定している。選抜

方法は、後期課程のアドミッション・ポリシーに従って、

スポーツウエルネス学に関わる研究領域の専門的な理論

の理解度、英語読解力を「筆記試験」から、本研究科の研

究領域における諸課題解決に向けた研究計画の実効性と

独創性及び社会的意義、スポーツウエルネス学の諸分野を

多様な視点から俯瞰的に捉え主導的に研究する意欲を、

「書類審査」と「口頭試問」から、入学の可否を総合的に

評価する。選抜の基準は、それぞれの評価項目において、

A. 優れている、B. 普通である、C. やや劣る、D. 劣る、

の４段階で、アドミッション・ポリシーに照らし合わせて

評価し、D 評価がある場合は不合格とする。 

 

 

 

 

 

 

 

＜入試区分ごとの募集人員＞ 

（前期課程） 

募集人員は、一般入試で 10 名、社会人入試で若干名及

び外国人入試で若干名である。 

（後期課程） 

募集人員は、一般入試で５名、社会人入試で若干名及び

外国人入試で若干名である。 

 

 

10．（改善事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【その他】 

（改善事項）授業の時間割について授業時間帯を明示するとともに、社会人を含む学生や学部の授業

を兼ねる教員を含む担当教員の負担に対し適切な配慮がなされていることについて説明すること。あ

わせて、大学院設置基準第 14 条による教育方法を実施する場合については、教員の負担や、学生が

利用する図書館等の学内施設に係る配慮や対応についても明確に説明すること。【研究科共通】 

 

10．（対応） 

 審査意見を踏まえ、時間割に授業時間帯を追記する。また、大学院設置基準第 14 条による教育方法

を実施する場合の教員の負担に対する措置、学内施設に係る配慮等について、説明を加える。なお、上

記「９．」のとおり、後期課程では社会人入試を実施しないこととする。 
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10－１．（新旧対照表）時間割（上段：補正／下段：当初） 

1

（8:50～10:30）

2

（10:45～12:25）

3

（13:25～15:05）

4

（15:20～17:00）

5

（17:10～18:50）

6

（18:55～20:35）

前期
スポーツウエルネス研究9

（バイオメカニクス）

スポーツウエルネス研究11

（スポーツ方法学）

後期
スポーツウエルネス研究12

（分子細胞生物学）

スポーツウエルネス研究2

（野外教育、環境教育）

前期
スポーツウエルネス研究1

（スポーツ社会学）

スポーツウエルネス研究19

（環境教育）

スポーツウエルネス研究3

（ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学、ｺｰﾁﾝｸﾞ）
研究基礎

後期
スポーツウエルネス研究１0

（スポーツ・運動心理学）

スポーツウエルネス研究13

（スポーツマネジメント）

スポーツウエルネス研究20

（スポーツマンシップ、スポーツ産業）

前期
スポーツウエルネス研究7

（スポーツ医学）

スポーツウエルネス研究6

（スポーツ栄養学）

後期 研究指導１

前期
スポーツウエルネス研究15

（データサイエンス）

スポーツウエルネス研究17

（アダプテッド・スポーツ）

後期
スポーツウエルネス研究18

（スポーツメディア）

スポーツウエルネス研究5

（ウエルネスジェンダー学）

前期
スポーツウエルネス研究4

（環境生理学、神経科学）

スポーツウエルネス研究8

（健康心理学）

後期
スポーツウエルネス研究16

（ウエルネス科学）

スポーツウエルネス研究14

（トレーナー科学）

前期 研究指導２

後期 研究指導３

金

土

スポーツウエルネス学研究科時間割（補正）

月

火

水

木

 

1 2 3 4 5 6

前期 スポーツウエルネス研究9 スポーツウエルネス研究11

後期 スポーツウエルネス研究12 スポーツウエルネス研究2

前期 スポーツウエルネス研究1 スポーツウエルネス研究19 スポーツウエルネス研究3

後期 スポーツウエルネス研究１0 スポーツウエルネス研究13 スポーツウエルネス研究20

前期 スポーツウエルネス研究7 スポーツウエルネス研究6

後期

前期 スポーツウエルネス研究15 スポーツウエルネス研究17

後期 スポーツウエルネス研究18 スポーツウエルネス研究5

前期 スポーツウエルネス研究4 スポーツウエルネス研究8

後期 スポーツウエルネス研究16 スポーツウエルネス研究14

前期

後期

水

木

金

土

スポーツウエルネス学研究科時間割（当初）

月

火

 

 

10－２．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（23ページ） 

新 旧 

◯社会人の受入れ 

（前期課程） 

本研究科では、社会人を「官公庁・学校・企業などの団

体で出願時までに２年以上の就業経験がある、もしくは、

スポーツ・健康関係領域において社会的実践活動を出願時

までに２年以上経験していると本研究科が認めた者で、

◯社会人の受入れ 

（前期課程） 

（追加） 
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2023年４月１日に満 24歳以上のもの。」と定義している。 

本研究科の前身であるコミュニティ福祉学研究科コミ

ュニティ福祉学専攻では、スポーツウエルネス学における

専任教員担当科目を５時限（17:10～18:50）又は６時限

（18:55～20:35）に多く開講して、社会人が入学しやすい

環境を整備しており、本研究科においても同様の配慮を行

う。また、大学院学則第 15 条第 2 項の規定では「各研究

科において教育研究上有益であると認めるときは、本大学

院に入学する前に、他大学院において履修した授業科目に

ついて、修得した単位を本大学院に入学した後の本大学院

における授業科目の履修により修得したものとみなすこ

とができる。」としている。この規定に基づき、本研究科

博士課程前期課程では 10 単位を超えない範囲で単位を認

定する。さらに、対面とオンラインのハイブリッド授業を

用意し、社会人が受講しやすい環境を整備する。 

＜大学院設置基準第 14条による教育方法＞ 

これまでの実績を踏まえ、１年次必修科目の「研究基礎」

及び社会人学生に関心が高い授業科目を夜間（５及び６時

限目）に開講しているほか、「研究基礎」及び「研究指導

１～３」については、平日の６時限及び土曜日に開講する

こととし、社会人学生に配慮している。新型コロナウィル

ス感染症防止の観点から、密を避ける為、2022 年度は特

定のオフィスアワーは設けていないが、事前に各教員にメ

ールで問い合わせた後に、対面又は対面以外の方法（メー

ル、電話、オンラインミーティングシステムなど）で実施

することとしている。新型コロナウィルス感染症の感染状

況にもよるが、2023 年度においても同様の措置を採る見

込みである。 

また、本学では、専任教員が１年間に担当する授業の上

限を原則 14コマ（学士課程及び博士前後期課程含む。）と

して運用している。本研究科についてもこの原則を適用

し、専任教員の担当授業コマ数に上限を設け、時間割等を

踏まえた上で、一部の教員に過度な負担がかからないよう

配慮する。 

さらに、2022年６月現在、図書館の閉館時刻は、新座キ

ャンパスは平日 21時／土曜日 20時／日曜日 17時、池袋

キャンパス図書館は平日 22 時／土曜日 20 時／日曜日 17

時としており、平日の６時限目（20:35終了）終了後、土

曜日及び日曜日も利用を可能とするなど、社会人学生への

配慮を行っている。 

 

本研究科の前身であるコミュニティ福祉学研究科コミ

ュニティ福祉学専攻では、スポーツウエルネス領域におい

て、専任教員担当科目を５又は６時限に多く開講して、社

会人が入学しやすい環境を整備しており、本研究科におい

ても同様の配慮を行う。また、大学院学則第 15 条第 2 項

の規定では「各研究科において教育研究上有益であると認

めるときは、本大学院に入学する前に、他大学院において

履修した授業科目について、修得した単位を本大学院に入

学した後の本大学院における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。」としている。この規定

に基づき、本研究科博士課程前期課程では 10 単位を超え

ない範囲で単位を認定する。さらに、対面とオンラインの

ハイブリッド授業を用意し、社会人が受講しやすい環境を

整備する。 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



審査意見（M）（６月）（本文）-40- 

 

11．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【その他】 

（是正事項）公表する情報として挙げられている項目に、学校教育法施行規則第 165条の２第１項に

規定されている「卒業又は修了の認定に関する方針」「教育課程の編成及び実施に関する方針」「入学

者の受入れに関する方針」についての情報がないことから、適切に公表すること。【研究科共通】 

 

11．（対応） 

 既設の学部・研究科については、既に公表しているところだが、記載が漏れていた。本研究科につい

ても同様に公表する予定である。審査意見を踏まえ、追記する。 

 

11．（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（33ページ） 

新 旧 

コ 「卒業又は修了の認定に関する方針」、「教育課程の編成及

び実施に関する方針」及び「入学者の受入れに関する方針」

（３方針） 

 「立教大学の教育目的と各種方針」として、大学全体及び各

学部及び研究科の３方針を、大学ウェブサイトで公開してい

る。 

https://www.rikkyo.ac.jp/about/disclosure/educational_policy/ 

サ その他（認証評価及び外部評価の結果、認可申請書等） 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

コ その他（認証評価及び外部評価の結果、認可申

請書等） 

 

 

12．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【学生確保の見通し・人材需要の社会的動向】 

（是正事項）既存のコミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻のスポーツウエルネス学を希

望した志願者数をもって、本専攻における学生確保の見通しを説明しているが、過去５年間の平均や

直近の年度の志願者数は、設定する入学定員を下回っている。また、今後基礎となる学部の入学定員

を増加する予定であることから、本専攻への入学志願者が増加することが予想されるとの説明がある

が、開設当初から入学者を確保することができることについて具体的かつ客観的な根拠が示されてい

ない。このため、定員設定の妥当性も含めて、客観的な根拠を明らかにした上で、安定的に学生確保

の見通しがあることについて、改めて明確に説明すること。【研究科共通】 

 

12．（対応） 

 審査意見を踏まえ、在学生等に進学意向を問うアンケートを実施し、その回答結果に基づき、安定的

な学生確保の見通しがあることについて、説明を加える。また、回答結果をまとめた資料を「学生確保

の見通し等を記載した書類」の資料として追加する（資料２）。 
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12．（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（２ページ～） 

新 旧 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

（設定した入学定員数の妥当性） 

本研究科博士課程前期課程、博士課程後期課程の募集人

員は、一般区分、社会人区分及び外国人区分を合わせて 10

名（収容定員 20名）と一般区分５名（収容定員 15名）で

ある。研究指導の質の保証、その質の維持、学生同士が切

磋琢磨して研究活動に取り組むことができる規模という

観点から、他大学大学院の入学定員と比較しても、妥当な

数だといえる。 

（前期課程） 

入学定員は 10名、収容定員は 20名である。現在は、コ

ミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻がスポ

ーツウエルネス学に係る教育研究を担っているが、本研究

科の設置に伴い、同専攻の入学定員を 25名から 15名に、

収容定員を 50 名から 30 名に減少する予定である（2022

年６月収容定員に係る学則変更届出予定）。過去５年間は、

同専攻の志願者のうち、スポーツウエルネス学を志す学生

は平均約６名である。また、2022 年度６月末に届出書を

提出予定の、本研究科の基礎となるスポーツウルネス学部

スポーツウエルネス学科（2023 年４月１日開設予定）は

入学定員を 230名としており、現行のコミュニティ福祉学

部スポーツウエルネス学科の入学定員 110 名の２倍以上

である。従って、学部卒業後、本研究科に進学する者が現

在よりも増加すると考えられる。さらに、新学部及び本研

究科の新設により教育研究の多様化が実現できるため、よ

り学生のニーズに沿った教育研究を行うことができる。以

上のことから、定員を充足する見込みがあるといえる。 

 

また、類似の教育研究を行っている近隣他大学院研究科

の状況をみると、2021 年度は、平均すると定員の７割を

超える入学者数を確保している。今後の日本社会が超高齢

化社会へ移行することにおいて、健康に関する取り組みを

推進していく傾向がみられることから、更にスポーツウエ

ルネス学に関する専門的知識を学ぶことを希望する人が

増加すると考えられる。 

（後期課程） 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

（前期課程） 

入学定員は 10名、収容定員は 20名である。現在は、コ

ミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻がスポ

ーツウエルネス学に係る教育研究を担っているが、本研究

科の設置に伴い、同専攻の入学定員を 25名から 15名に、

収容定員を 50 名から 30 名に減少する予定である（2022

年６月収容定員に係る学則変更届出予定）。過去５年間は、

同専攻の志願者のうち、スポーツウエルネス学を志す学生

は平均約 6 名である。また、2022 年度５月末に届出書を

提出予定の、本研究科の基礎となるスポーツウルネス学部

スポーツウエルネス学科（2023 年４月１日開設予定）は

入学定員を 230名としており、現行のコミュニティ福祉学

部スポーツウエルネス学科の入学定員 110 名の２倍以上

である。従って、学部卒業後、本研究科に進学する者が現

在よりも増加すると考えられる。さらに、新学部及び本研

究科の新設により教育研究領域（分野）の多様化が実現で

きるため、より学生のニーズに沿った教育研究を行うこと

ができる。以上のことから、定員を充足する見込みがある

といえる。 

また、類似の研究領域をもつ近隣他大学院研究科の状況

をみると、2021 年度は、平均すると定員の７割を超える

入学者数を確保している。今後の日本社会が超高齢化社会

へ移行することにおいて、健康に関する取り組みを推進し

ていく傾向がみられることから、更にスポーツウエルネス

学に関する専門的知識を学ぶことを希望する人が増加す

ると考えられる。 

（後期課程） 
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 入学定員は５名、収容定員は 15 名である。前期課程と

同様、現在は、コミュニティ福祉学研究科コミュニティ福

祉学専攻がスポーツウエルネス学に係る教育研究を担っ

ている。後期課程については、同専攻の定員を減ずること

なく、本研究科分を純増する。過去５年間は、同専攻の志

願者のうち、スポーツウエルネス学を志す学生は平均約２

名である。今後、基礎となるスポーツウルネス学部スポー

ツウエルネス学科の入学定員が現在より２倍以上となる

ため、学部卒業後、本研究科の前期課程を経て後期課程に

進学する者が現在よりも増加すると考えられる。さらに、

前期課程と同様、新学部及び本研究科の新設により教育研

究の多様化が実現できるため、より学生のニーズに沿った

教育研究を行うことができる。以上のことから、定員を充

足する見込みがあるといえる。 

 また、類似の教育研究を行っている近隣他大学院の状況

は、前期課程と同様、2021 年度は、平均すると定員の７

割を超える入学者数を確保しているため、スポーツウエル

ネス学その他の類似の教育研究に対する関心が高いとい

える。 

（進学意向調査） 

 本研究科への進学意向に係る各種調査を実施したとこ

ろ、博士前期課程及び後期課程ともに、入学定員を上回る

数の進学希望者がいることがわかった（資料１）。新設す

るスポーツウエルネス学部の設置による基礎となる学部

卒業生の増加を加味すると、開設年度である 2023 年度以

降、安定的に学生確保の見通しがあるといえる。 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

（設定した入学定員数の妥当性） 

本研究科と類似の教育研究を行っている他大学大学院

の博士前期課程及び博士後期課程の入学定員は「◯近隣他

大学院研究科の定員充足状況」のとおりである。博士前期

課程においては、法政大学（関連学部等入学定員 185名）

及び東洋大学（関連学部等入学定員 180名）と同じ入学定

員である。早稲田大学が 140名（関連学部等入学定員 400

名）、順天堂大学が 61 名（関連学部等入学定員 600 名）、

東海大学が 20 名（関連学部入学定員 480 名）となってお

り、これらの大学と比較すると本研究科の定員は少ない

が、研究指導の質を保証しつつ、その質を維持するため、

妥当な人数であるといえる。博士後期課程においては、法

政大学が４名、東海大学が３名と本研究科よりやや少ない

 入学定員は５名、収容定員は 15 名である。前期課程と

同様、現在は、コミュニティ福祉学研究科コミュニティ福

祉学専攻がスポーツウエルネス学に係る教育研究を担っ

ている。後期課程については、同専攻の定員を減ずること

なく、本研究科分を純増する。過去５年間は、同専攻の志

願者のうち、スポーツウエルネス学を志す学生は平均約２

名である。今後、基礎となるスポーツウルネス学部スポー

ツウエルネス学科の入学定員が現在より２倍以上となる

ため、学部卒業後、本研究科の前期課程を経て後期課程に

進学する者が現在よりも増加すると考えられる。さらに、

前期課程と同様、新学部及び本研究科の新設により教育研

究領域（分野）の多様化が実現できるため、より学生のニ

ーズに沿った教育研究を行うことができる。以上のことか

ら、定員を充足する見込みがあるといえる。 

 また、類似の研究領域をもつ近隣他大学院の状況は、前

期課程と同様、2021 年度は、平均すると定員の７割を超

える入学者数を確保しているため、スポーツウエルネス学

その他の類似研究領域に対する関心が高いといえる。 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



審査意見（M）（６月）（本文）-43- 

 

が、早稲田大学が 30名、順天堂大学が 14名と多い。本研

究科は５名としているが、学生同士が切磋琢磨して研究活

動に取り組むことができる規模として、妥当な人数である

といえる。 

（前期課程） 

◯現在のコミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学

専攻（M）の定員充足状況 

コミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻（前

期課程）の、志願者数、合格者数、入学者数、入学定員、

在籍学生数及び収容定員は下図のとおりである。 

＜表省略＞ 

 また、2018 年度～2022 年度にスポーツウエルネス学を

希望した志願者数は、右図のとおりである。過去５年間を

平均すると約６名であるが、2021年度は志願者が 10名と

なるなど、直近３年間の平均は８名を超えている。また、

新設するスポーツウエルネス学部の卒業生が進学する

2027 年度からは、基礎となる学部卒業生の（入学定員に

基づく）数が現在の 110名から 230名となり、２倍以上に

増加するため、学部卒業後、本研究科に進学する者が現在

よりも増加すると考えられる。さらに、現行のコミュニテ

ィ福祉学研究科におけるスポーツウエルネス学の教育研

究は、より良いコミュニティ社会を福祉的な視点で探求す

る、コミュニティ福祉学研究の一部として展開している

が、スポーツウエルネス学部及び本研究科の新設により、

下図のとおり教育研究の多様化が実現し、かつ、現行と比

べてスポーツウエルネス学に関する専門科目を配置する

ことができるため、より学生のニーズに沿った教育研究を

行うことができる。以上のことから、入学定員 10 名を充

足する見込みがあるといえる。なお、コミュニティ福祉学

研究科コミュニティ福祉学専攻に在籍している学生のう

ち、スポーツウエルネス学領域について研究を行っている

者は、全員が本研究科に移籍する予定である。 

＜表省略＞ 

◯近隣他大学院研究科の定員充足状況（M） 

 類似の教育研究を行っている近隣他大学大学院の 2021

年度の入学者数等は下図のとおりである（各大学ウェブサ

イトから引用／早稲田大学大学院スポーツ科学研究科は

４月入学と９月入学の合計数／東洋大学大学院ライフデ

ザイン学研究科は健康スポーツ学専攻（修士課程）の数）。

平均すると定員の７割を超える数の入学者が入学してお

 

 

 

 

（前期課程） 

◯現在のコミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学

専攻（M）の定員充足状況 

コミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻（前

期課程）の、志願者数、合格者数、入学者数、入学定員、

在籍学生数及び収容定員は下図のとおりである。 

＜表省略＞ 

また、2018 年度～2022 年度にスポーツウエルネス学を

希望した志願者数は、右図のとおりである。過去５年間を

平均すると約６名であるが、2021年度は志願者が 10名と

なるなど、直近３年間の平均は８名を超えている。また、

新設するスポーツウエルネス学部の卒業生が進学する

2027 年度からは、基礎となる学部卒業生の（入学定員に

基づく）数が現在の 110名から 230名となり、２倍以上に

増加するため、学部卒業後、本研究科に進学する者が現在

よりも増加すると考えられる。さらに、現行のコミュニテ

ィ福祉学研究科のスポーツウエルネス研究領域は、より良

いコミュニティ社会を福祉的な視点で探求する、コミュニ

ティ福祉学研究領域の一領域として展開しているが、スポ

ーツウエルネス学部及び本研究科の新設により、下図のと

おり教育研究領域（分野）の多様化が実現し、かつ、現行

と比べてスポーツウエルネス学に関する専門科目を配置

することができるため、より学生のニーズに沿った教育研

究を行うことができる。以上のことから、入学定員 10 名

を充足する見込みがあるといえる。なお、コミュニティ福

祉学研究科コミュニティ福祉学専攻に在籍している学生

のうち、スポーツウエルネス学領域について研究を行って

いる者は、全員が本研究科に移籍する予定である。 

＜表省略＞ 

◯近隣他大学院研究科の定員充足状況（M） 

 類似の教育研究領域をもつ近隣他大学大学院の 2021年

度の入学者数等は下図のとおりである（各大学ウェブサイ

トから引用／早稲田大学大学院スポーツ科学研究科は４

月入学と９月入学の合計数／東洋大学大学院ライフデザ

イン学研究科は健康スポーツ学専攻（修士課程）の数）。

平均すると定員の７割を超える数の入学者が入学してお
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り、当該教育研究に一定のニーズがあるといえる。 

＜表省略＞ 

（後期課程） 

◯現在のコミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学

専攻（D）の定員充足状況 

 コミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻（後

期課程）の、志願者数、合格者数及び入学者数は下図のと

おりである。 

＜表省略＞ 

また、2018 年度～2022 年度にスポーツウエルネス学を

希望した志願者数は、右図のとおりである。過去５年間を

平均すると約２名であるが、年度によっては３名が志願し

ている。また、新設するスポーツウエルネス学部の卒業生

が前期課程に進学する 2027 年度からは、基礎となる学部

卒業生の（入学定員に基づく）数が現在の 110名から 230

名となり、２倍以上に増加するため、学部卒業後、本研究

科の前期課程を経て後期課程に進学する者が現在よりも

増加すると考えられる。さらに、前期課程と同様、教育研

究の多様化が実現し、かつ、現行と比べてスポーツウエル

ネス学に関する専門科目を配置することができるため、よ

り学生のニーズに沿った教育研究を行うことができる。以

上のことから、定員を充足する見込みがあるといえる。な

お、前期課程と同様、コミュニティ福祉学研究科コミュニ

ティ福祉学専攻に在籍している学生のうち、スポーツウエ

ルネス学領域について研究を行っている者は、全員が本研

究科に移籍する予定である。 

◯近隣他大学院研究科の定員充足状況 

 類似の教育研究を行う近隣他大学大学院の 2021年度の

入学者数等は下図のとおりである（前期課程と同様。ただ

し、修士課程のみの東洋大学大学院ライフデザイン学研究

科健康スポーツ学専攻を除く。）。平均すると定員の７割を

超える数の入学者が入学しており、当該教育研究に一定の

ニーズがあるといえる。 

＜表省略＞ 

（進学意向調査） 

本研究科への進学希望について、本学学生（コミュニテ

ィ福祉学部スポーツウエルネス学科３年生、４年生、前期

課程１年生、前期課程２年生）を対象としたアンケート調

査を実施した。また、本研究科の担当教員を対象として、

他大学の学生で本学研究科前期課程及び後期課程に進学

り、当該教育研究領域に一定のニーズがあるといえる。 

＜表省略＞ 

（後期課程） 

◯現在のコミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学

専攻（D）の定員充足状況 

 コミュニティ福祉学研究科コミュニティ福祉学専攻（後

期課程）の、志願者数、合格者数及び入学者数は下図のと

おりである。 

＜表省略＞ 

また、2018 年度～2022 年度にスポーツウエルネス学を

希望した志願者数は、右図のとおりである。過去５年間を

平均すると約２名であるが、年度によっては３名が志願し

ている。また、新設するスポーツウエルネス学部の卒業生

が前期課程に進学する 2027 年度からは、基礎となる学部

卒業生の（入学定員に基づく）数が現在の 110 名から 230

名となり、２倍以上に増加するため、学部卒業後、本研究

科の前期課程を経て後期課程に進学する者が現在よりも

増加すると考えられる。さらに、前期課程と同様、教育研

究領域（分野）の多様化が実現し、かつ、現行と比べてス

ポーツウエルネス学に関する専門科目を配置することが

できるため、より学生のニーズに沿った教育研究を行うこ

とができる。以上のことから、定員を充足する見込みがあ

るといえる。なお、前期課程と同様、コミュニティ福祉学

研究科コミュニティ福祉学専攻に在籍している学生のう

ち、スポーツウエルネス学領域について研究を行っている

者は、全員が本研究科に移籍する予定である 

◯近隣他大学院研究科の定員充足状況 

 類似の研究領域をもつ近隣他大学大学院の 2021年度の

入学者数等は下図のとおりである（前期課程と同様。ただ

し、修士課程のみの東洋大学大学院ライフデザイン学研究

科健康スポーツ学専攻を除く。）。平均すると定員の７割を

超える数の入学者が入学しており、当該教育研究領域に一

定のニーズがあるといえる。 

＜表省略＞ 

（追加） 
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を希望し、問い合わせを受けている又は研究計画書などに

ついて指導しているかについて聞き取り調査を実施した。

加えて、コミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科の

卒業生 87 名に研究科への進学希望をメーリングリストと

SNSによる聞き取りで調査した。 

その結果、進学を希望する者は博士課程前期課程で 10

名（ぜひ進学したい３名／進学したい１名／進学を検討し

ている６名）、博士課程後期課程で５名（ぜひ進学したい

２名／進学したい０名／進学を検討している３名）いるこ

とがわかった。そのうち、2023 年度入学希望の４年生は

５名（ぜひ進学したい２名／進学したい１名／進学を検討

している２名）、博士課程２年生は２名（ぜひ進学したい

２名／進学したい０名／進学を検討している０名）であっ

た。また、本研究科に就任予定の専任教員に対して学外か

ら博士前期課程について８名、博士課程後期課程について

４名の入学希望者から問い合わせがあり、既に志望理由等

について相談を行っていることがわかった。加えて、コミ

ュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科卒業生に対し

てメーリングリストと SNS を使ってスポーツウエルネス

研究科への進学希望を聞いたところ、前期課程への進学に

は 17 名が、後期課程への進学には４名が、興味があるこ

とがわかった。 

 以上を踏まえると、2023 年度開設時における進学希望

者は、前期課程で 11名（本学４年生で「ぜひ進学したい」

又は「進学したい」と回答した者が３名、学外からの進学

希望者が８名）、後期課程で６名（本学前期課程２年生で

「ぜひ進学したい」又は「進学したい」と回答した者が２

名、学外からの進学希望者が４名）となり、それぞれ入学

定員を上回る結果となった。新設するスポーツウエルネス

学部の設置による基礎となる学部卒業生の増加を加味す

ると、開設年度である 2023 年度以降、安定的に学生確保

の見通しがあるといえる。 

 

 

13．（是正事項）【研究科共通】スポーツウエルネス学研究科スポーツウエルネス学専攻（M） 

【学生確保の見通し・人材需要の社会的動向】 

（是正事項）人材需要の動向等社会の要請について、文部科学省が策定したスポーツ基本計画や民間

企業が行った基礎的調査研究の結果等の資料のみを根拠として説明がなされており、本専攻が養成す

る人材が地域的な人材需要の動向を踏まえたものであるか疑義がある。このため、改めて客観的な根
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拠を示した上で、適切な分析に基づき、本専攻が養成する人材の社会的需要があることを明確に説明

すること。【研究科共通】 

 

13．（対応） 

 審査意見を踏まえ、「埼玉県スポーツ推進計画」及び「埼玉県環境基本計画」を引用し、本研究科を設

置する埼玉県において、本研究科が養成する人材の需要があることの説明を加える。 

 

13．（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（９ページ～） 

新 旧 

（地域の人材需要の動向） 

 本研究科を設置する埼玉県では、「埼玉県スポーツ推進

計画」（2018 年度～2022 年度）（資料８）が策定されてい

る。 

埼玉県スポーツ推進計画は、『スポーツ活動を推進して

いくためには、指導者や専門スタッフ、審判、スポーツボ

ランティア等の人材を育成する必要があります。』（P35

「（４） アスリートの育成の現状と課題」の「⑤スポー

ツ人材」）、『アスリートの競技力向上はもとより、県民の

スポーツ活動や健康づくりに資するものとなるよう、本県

ではスポーツ医・科学拠点施設の整備が検討されていま

す。また、スポーツ医・科学の知見は、産業や健康等、様々

な社会的な課題にも応用可能であることから、その活用を

積極的に推進していく必要があります。なお、健康・スポ

ーツ科学分野の学部・学科を有する大学では、アスリート

の競技力向上や一般学生等のスポーツ活動に役立つ研究

や教育活動の成果、データ等を集積しています。こうした

知見を本県のスポーツ振興に効果的に活用できるよう、県

内の大学に対して連携を働き掛けていくことも大切で

す。』（P36「（４） アスリートの育成の現状と課題」の「ス

ポーツ医・科学の知見」）、『県体育協会や県内の関係大学

との連携により、スポーツ医・科学を活用した競技力の向

上対策を推進するとともに、スポーツ指導者やアスリート

への研修を充実します。』『スポーツ医・科学を活用したト

レーニングや栄養指導等により、アスリートを支援しま

す。』（P61「○スポーツ医・科学の知見を活用したアスリ

ート支援」）等に言及している。これらは、本研究科の人

材養成像である「アスリートパフォーマンス」に合致して

いる。 

また、『スポーツには大きな力があります。体を動かす

（追加） 
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という個人の楽しさや喜びにとどまりません。青少年の健

全な成長や健康・体力の増進、生活習慣病の予防、その結

果として健康寿命の延伸や、更にはスポーツを通じたつな

がりや賑わいの創出といった地域活性化など様々な効果

があります。』（前文）とした上で、『スポーツによって得

られる楽しさや喜び、勇気、友情、感動等の価値は、人生

を豊かに彩ります。さらに、子供、高齢者、障害者、女性、

外国人等、様々な人々がスポーツを楽しむことを通じて、

スポーツは共生社会の実現に寄与する力を持っています。

また、スポーツを楽しみながら、継続していくことは、生

活習慣病の予防・改善や介護予防につながり、健康寿命の

延伸にも貢献します。ＲＷＣ2019や東京 2020大会の開催

を好機として、「する」スポーツとともに、「みる」スポー

ツ、「ささえる」スポーツを推進し、様々な形でスポーツ

を楽しむ人を増やし、本県のスポーツ文化の醸成を図りま

す。』（P42「施策１ スポーツ参画人口の拡大」）とし、『幼

児から高齢者までの各ライフステージに応じたスポーツ

の推進』（P44「２ ライフステージ、ライフスタイルに応

じたスポーツ活動の推進」の「主な取組み」）、スポーツを

通じた健康づくりを取り組む者を増加させる『健康長寿埼

玉プロジェクト等の普及』（同）等に言及している。これ

らは、本研究科の人材養成像である「ウエルネススポーツ」

に合致している。 

 さらに、2018年に改訂され 2022年度から年次進行で実

施されることになった、高等学校学習指導要領（平成 30

年告示／保健体育編 体育編）（資料９）では、『スポーツ

に関わる人々の増加は，例えば，地域の人々の生活や社会

環境にも様々な影響をもたらすようになっていることを

理解できるようにする。また，スポーツを行う際には，提

供者，利用者の双方が持続可能な社会の実現や共生社会の

実現を視野に入れた取組が求められることについても理

解できるようにする。』（P178「１ スポーツの文化的特性

や現代のスポーツの発展」の「ア 知識」「（エ）スポーツ

が環境や社会にもたらす影響」）とされており、「体育理論」

においてスポーツと環境について取り上げている。また、

埼玉県は「埼玉県環境基本計画」（資料 10）を策定し、『自

然体験など様々な機会における環境学習の実施』として、

『低炭素社会に向けた環境学習の推進』『自然体験・学習

施設における環境学習の推進』『循環型社会に向けた環境

学習の推進』『森林環境教育や木育の推進』（「19 環境を守
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り育てる人材育成」「（1）環境学習の機会の拡大」）を挙げ

ているほか、『環境学習の担い手の育成』『環境保全活動の

担い手の育成』『学校における環境教育の推進』を計画に

位置付けている。なお、埼玉県スポーツ推進計画では、

「（５） 本県のスポーツ資源の現状と課題」として「⑥

スポーツに適した立地・自然環境」を掲げていることから、

学習指導要領の内容に基づき、埼玉県内の自然環境を活用

した、環境教育とスポーツを通じた人間教育を行うことが

できる人材が求められていると考えられる。この人材は、

本研究科の人材養成像である「環境・スポーツ教育」に合

致している。 

 加えて、埼玉県スポーツ推進計画では、『県民誰もがス

ポーツを楽しむ埼玉を実現し、生涯スポーツ、競技スポー

ツ、スポーツによる地域の活性化等を推進していくために

は、県民はもとより計画の実現を担う関係団体の参画が不

可欠となっています。市町村、学校や（公財）埼玉県体育

協会、各競技団体、学校体育団体、（一社）埼玉県障害者

スポーツ協会、埼玉県レクリエーション協会、埼玉県スポ

ーツ推進委員協議会等のスポーツ団体、（一社）埼玉県医

師会、国立スポーツ科学センター（JISS）及び県内大学等

の専門機関、県内に本拠地を置くトップチーム、マスコミ、

民間企業等との連携・協働が求められます。』（P62「第５

章 計画の推進体制」の「(２) 市町村、学校、スポーツ

団体、専門機関、トップチーム、マスコミ、民間企業等と

の連携、協働」）としているため、在学中にこれらの団体

等と連携、協働することで、在学中の研究成果を活かし、

修了後に当該団体等の職員等として活躍することが期待

できる。 

 以上により、本研究科が養成する人材は地域的な人材需

要の動向を踏まえたものであるといえる。 
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